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市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

鉱 産 税

都 市 計 画 税

入 湯 税

計

18億1,017万円

22億4,595万円

514万円

2億5,463万円

14万円

1億2,436万円

2,720万円

44億6,759万円

17億9,038万円

22億9,342万円

429万円

2億7,656万円

24万円

1億2,186万円

2,686万円

45億1,361万円

98.9

102.1

83.4

108.6

171.1

98.0

98.7

101.3

区　　　　分 予算額 収納額 収入割合％

伊
賀
市
が
誕
生
し
た
平
成
16
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
17
年

３
月
31
日
ま
で
の
各
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
３
月
31
日
現

在
）
や
、
財
産
と
負
債
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
各
会
計
の
収
入
済
額
お
よ
び
支
出
済
額
の
中
に
は
、

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
出
納
整
理
期
間

に
お
け
る
収
入
・
支
出
の
額
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

歳入では予算総額329億1,902万円に対
し、収入済額は188億8,518万円となり、
予算総額に占める割合は57.4％となってい
ます。
このうち、市の予算を支える市税の収入

は45億1,361万円で、収入済額に占める
割合は23.9％となっており、市税の予算額
に対しては101.3％の収入となっています。
一方、市が借金するお金である市債の収

入済額は22億7,680万円であり、市債の
予算額に対し20.4％の収入となっていま
す。これは、5月に借りる金額が多いため
です。

歳出では予算総額329億1,902万円に
対し、支出済額は209億6,879万円となり、
予算総額に占める割合は63.7％となってい
ます。
このうち、児童・障害者・高齢者福祉な

どの経費である民生費の支出済額は38億
3,440万円で、支出済額に占める割合は
18.3％となっており、民生費の予算額に対
しては70.9％の支出となっています。
また、市の借金を返済する経費である公

債費の支出済額は45億6,054万円であり、
公債費の予算額に対し､約100％の支出と
なっています。

支出済額

209億 万円
（63.7％）

（Ｈ17.4～5

（Ｈ16.11～
17.3月））

収入済額

188億8,518万円
（57.4％）

出出納整理期間出出
（Ｈ17.4～ 月）

（Ｈ16.11～
17.3月））

伊
賀
市
の
財
政
は
、
日
本
の
経
済
が
回

復
局
面
に
あ
る
も
の
の
、
国
と
地
方
に
関

す
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
推
進
等
に

よ
り
、極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
予
算
で
は
、
市
税
や
地
方

譲
与
税
が
微
増
し
た
も
の
の
、
地
方
交
付

税
や
臨
時
財
政
対
策
債
が
大
幅
に
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
地
域
福

祉
、
環
境
、
健
康
、
防
災
対
策
等
に
重
点

的
に
配
分
し
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
そ
の
優
先
度
を
考
慮
し
、
特
に

市
町
村
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
た
事

業
を
優
先
的
に
予
算
化
し
、
効
率
的
な
投

資
を
行
う
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、
行

財
政
全
般
に
わ
た
る
改
革
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
決
算
見
込
み
で
は
、
市

税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
等
の
歳

入
が
予
算
額
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
歳
出
に
お
い
て
も
各
経
費
に
つ
い
て

不
要
な
支
出
を
抑
え
、
大
幅
な
不
用
額
を

生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
決
算
の
状
況
は
、
平
成
17
年
11
月
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
17
年
６
月伊

賀
市
長
　
今
岡
睦
之

市民の皆さんにお納めい
ただいた税金のうち、固定
資産税がもっとも多く収入
済額は22億9,342万円
で、市税の収入済額に対し
50.8％を占めています。
また、市民税の収入済額

は17億9,038万円で、市
税の収入済額に対して
39.7％となっています。

■市民1人当たりが負担する税額
4万3,392円（予算額に対して）

■市民1人当たりに使う費用
31万7,733円（予算額に対して）

■市税の状況

※収入割合は、円単位で算出した数値を記載しています。
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報報報
告告
しし
まま
すす
！！
伊伊
賀賀
市市
のの
家家
計計
簿簿

平
成
16
年
度
財
政
事
情

■歳出の状況

【一般会計】

■歳入の状況

31万9,733円



国民健康保険事業（直営診療所）

簡 易 水 道 事 業

住宅新築資金等貸付

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

計

2,893万円

39億5,103万円

6億9,572万円

75億5,491万円

15億7,526万円

138億585万円　

2,893万円

32億783万円

7億4,320万円

6億9,572万円

48億3,543万円

27億1,948万円

10億2,389万円

5億5,137万円

138億585万円

会　　　計　　　名 借入残高

財 務 省

財 務 省

公営企業金融公庫

日本郵政公社

財政融資資金

公営企業金融公庫

財政融資資金

公営企業金融公庫

計

現在高

内　　　訳

■特別会計　市債の状況

■一般会計の市債（市の借金）の状況

■特別会計　歳入歳出の状況　

国民健康保険事業
簡 易 水 道 事 業
住宅新築資金等貸付
駐 車 場 事 業
老 人 保 健 事 業
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
公 共 下 水 道 事 業
浄 化 槽 事 業
サービスエリア事業
島 ヶ 原 財 産 区
大 山 田 財 産 区

計

会　計　名 予算額A 歳　　　　　　入 歳　　　　　　出
収入済額B 支出済額CＢ/Ａ％ Ｃ/Ａ％

借入金 現在高475億8,408万円

借入先別

費目別

財務省
196億1,214万円
（41.2％）

農林債
33億5,786万円
（7.0%）

災害復旧債ほか
187億6,244万円
（39.4%）

教育債
85億6,833万円
（18.0%）

土木債
133億163万円
（28.0%）

日本郵政公社
57億4,444万円
（12.1%）

銀行・
共済組合ほか
167億1,732万円
（35.1%）

81.0
40.0
99.7
27.0
86.1
80.4
51.6
70.7
20.9
12.8
0.8
71.7
73.6

33億8,792万円
7億4,777万円
1億5,024万円
1,307万円
41億29万円

24億3,530万円
9億6,742万円
4億2,820万円
1,013万円
729万円
10万円
250万円

122億5,023万円

84.2
66.8
59.4
95.5
79.0
86.9
63.5
68.3
4.6
32.1
0.0
101.2
77.7

35億2,420万円
12億4,882万円
8,945万円
4,625万円

37億6,320万円
26億3,030万円
11億9,063万円
4億1,407万円

224万円
1,830万円

0円
352万円

129億3,098万円

41億8,508万円
18億6,987万円
1億5,064万円
4,843万円

47億6,497万円
30億2,740万円
18億7,632万円
6億603万円
4,850万円
5,704万円
1,307万円
348万円

166億5,083万円

公営企業金融公庫
55億1,018万円
（11.6%）

借入先

3月31日現在、一般会計で475億8,408万円の借
金があります。
借入先別では、財務省から借りている額が196億

1,214万円で全体の41.2％を占めています。
費目別では、道路や下水道などの整備のために借

りた土木債が133億163万円で全体の28.0％を占
めています。

【一時借入金】
一時借入金とは、支

払いのための現金不足
を補うために借り入れ
る資金で、同じ会計年
度中に返済されるお金
です。
3月31日現在、一般

会計で62億円、農業集
落排水事業で1億円を借
り入れています。

【特別会計・財産区特別会計】
市には、国民健康保険事業など10の特別会計と2つの財産区

特別会計があります。
それぞれの収入・支出の状況は下の表のとおりです。
12の会計の収入済額は129億3,098万円で、予算額に対し

77.7％となっています。支出済額は122億5,023万円で、予算
額に対し73.6％となっています。
また、特別会計の借入金残高は、138億585万円となってい

ます。

【基　金】
基金とは、家計に例えると貯金の

ようなものです。3月31日現在、基
金の総額は102億4,562万円で、
このうち土地は19,734.２３Gです。

主なものは次の通りです。

・財政調整基金　
10億7,136万円

・公共施設等整備事業基金
14億4,990万円

・地域福祉基金
3億2,856万円

・観光振興基金　
3億9,150万円

【問い合わせ】 総務部財務課　122-9608

※Ｂ/ＡとＣ/Ａの割合は、円単位で算出した数値を記載しています。
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清掃債
35億9,382万円
（7.6%）

特
別
会
計

財
産
区
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0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全　体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

〔男性〕〔女性〕

40.1

38.1

42.4

43.5

40.4

43.1

32.9

44.9

55.2

53.2

50.3

48.3

35.1

32.3

13.7

6.7

4.4

5.6

10.7

19.5

32.3

2.1

0.6

0.6

32.322

52.5522

46.9

51.2

50.0

60.7

49.3

40.1

38.9

33.5

41.7

45.0

32.5

33.3

32.0

26.1

18.4

7.1

4.0

6.8

17.4

27.9

31.1

1.1

3.9

1.0

そう思う どちらともいえない そう思わない 無回答

15.9

43.2

39.6

1.4

28.3

41.6

28.9

1.3

42.8

5.8

49.8

1.6

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

無回答

今回調査（Ｈ16） 前回旧上野市調査（Ｈ9） 三重県調査（Ｈ16）

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

無回答

肯定派

否定派

わからない

無回答

「「男女共同参画に関する意識調査男女共同参画に関する意識調査」」結果報告結果報告
市では、平成17年度中に「伊賀市男女共同参画基本計画」（仮称）を策定するため、昨年度市民の
皆さんに「男女共同参画に関する意識調査」をお願いしました。その結果の一部をお知らせします。

【調査対象】 市内（旧上野市、旧伊賀町、旧島ヶ原村、旧阿山町、旧大山田村、旧青山町）
在住の満20歳以上の男女3,000人

【調査期間】 平成16年7月
【回答者数】 1,747人（回答率：58.2％）

年代が高くなるほど、固定的な性別役割分担を肯定する人が多くなっています。
県の調査に比べると「どちらともいえない」とする人が多く、また平成9年度の調査に比べると
固定的な性別役割分担を否定する人が増えていますが、否定しない人が半数以上を占めています。
このことから、この意識を解消して自分らしく生きられるよう市民の皆さんとともに取り組み

を進めていきます。

■男女平等について
「男は仕事、女は家事・育児」という考え方について、あなたはどのように思いますか。
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男性の方が
優遇されている

どちらかといえば
男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば
女性の方が優遇されている

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

家庭で

職場で

学校で

法律や制度で

政治の場で

町内会・自治会
活動の場で

社会通念・習慣
・しきたりで

〔男性〕〔女性〕

女性の方が
優遇されている

わからない 無回答

22.4 44.0 19.9

21.1 36.3 16.2

1.7 10.3 45.9

11.6 30.2 22.9

25.3 33.1 14.8

20.6 36.7 16.1

37.5 38.6 5.9

14.0 41.6 31.7

11.4 35.5 26.8

1.0 8.1 51.9

3.6 24.3 41.1

12.8 34.5 31.7

12.3 37.2 28.4

24.0 48.4 11.8

進んでいる 進んでいない

どちらともいえない 無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

17.7 21.4 56.8 4.0

15.5 19.9 59.4 5.1

20.0 23.3 53.9 2.8

〔全体〕

〔女性〕

〔男性〕

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子どもができてもずっと職業を持ち続ける

子どもができたら辞め、大きくなったら再び
職業を持つ方がよい
子どもができるまでは、職業を持つ方がよい

結婚するまでは、職業を持つ方がよい

女性は職業を持たない方がよい

わからない

無回答

今回調査（Ｈ16）

48.4 36.2

35.8 42.2

〔女性〕

〔男性〕

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

結婚し子どもが生まれても働く

一時的に辞め、子育て終了後再び働く

結婚し子どもができるまで働く

結婚するまでは働く

職業は一生持たない

その他

無回答

前回旧上野市調査（Ｈ9）

25.8 58.4

21.4 56.3

〔女性〕

〔男性〕

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

結婚して子どもが生まれた後も、職業を持ち
続ける
結婚や子育てなどで一時的に辞めるが、子育
ての時期が過ぎたら再び職業を持つ

結婚して子どもができるまでは職業を持つが
その後は持たない
結婚するまでは職業を持つが、その後は持た
ない
職業は一生持たない

その他

わからない

無回答

三重県調査（Ｈ16）

21.3 66.5

17.2 64.9

〔女性〕

〔男性〕

前回の旧上野市調査や平成16年の県調査と比較して、「子どもができてもずっと職業を
持ち続けるのがよい」と考えている人が大幅に多くなり、女性では「子どもができたら辞
め、大きくなったら再び職業を持つ方がよい」と考える人よりも多くなりました。

■労働について
女性が職業を持つことについて、あなたはどのようにお考えですか。（全体数＝有識者）

■男女平等について
あなたは次の各項目の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。

「家庭で」と「社会通
念・習慣・しきたりで」に
おいては男女とも男性優遇
とする人が半数以上を占め
ています。
「学校で」は約半分の人
が「平等になっている」と
答えています。
どの項目においても、女
性のほうに男性優遇と思っ
ている人が多いことがわか
ります。

全国的に法整備や条例の制定、計画の策定など、男女共同
参画の取り組みは進められていますが、女性の参画がまだま
だ不十分だという意識がうかがえます。

■政策・方針決定の場への参画について
この5年間で、当地域において、政治、地域、職場などの政策や
方針決定の場への女性の参画は進んでいると思いますか。



水
道
は
、
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

水
道
を
は
じ
め
電
気
や
ガ
ス
な
ど
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
呼
ば
れ
、
市
民
の
生
活
を
24
時
間
休
む
こ
と
な
く
支

え
て
い
ま
す
。

『
水
道
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。』

■
水
道
工
事
の
申
し
込
み
方
法
■

新
し
く
水
道
を
引
か
れ
る
場
合
や
ご
家
庭
内
の
水
道
工

事
を
さ
れ
る
場
合
は
、「
伊
賀
市
水
道
部
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
」
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
水
道
水
　
ま
ち
の
す
み
ま
で
　
未
来
ま
で
」

伊賀市水道部指定
給水装置工事事業者

21-3711
23-2405
24-7695
23-0999
23-9168
21-1637
21-3592
23-2741
37-0003
21-3611
21-3611
26-7878
23-8228
21-2461
21-0771
21-8688
23-9305
23-0176
23-2714
24-5233
24-4155
24-5501
26-3188
21-0856
37-0014
38-1917
24-0806
24-6687
21-5647
39-0053
21-3575
24-6534
23-8851
38-1525
24-1733
37-0137
21-2610
21-3372
23-8291
36-2403
23-2680
21-1702
21-0581
38-1769
24-0511
23-2772
38-1501
21-5982
37-0147
23-1586
21-1286
23-0922
24-1238
23-3809
23-2123
21-3857
21-1899
21-4476
23-3124
24-2001
23-3131
21-1712
37-0074
21-6356

電 話 番 号
四十九町
上野田端町
山出
小田町
上野車坂町
上野徳居町
東高倉
西明寺
才良
上野茅町
上野茅町
長田
西高倉
西山
上野車坂町
上野丸之内
緑ケ丘南町
上野桑町
下友生
諏訪
猪田
西明寺
下友生
上野丸之内
沖
下郡
大内
佐那具町
緑ケ丘中町
予野
上野徳居町
猪田
西明寺
上神戸
平野樋之口
下郡
木興町
上野丸之内
西明寺
蓮池
生琉里
緑ケ丘西町
上野鍛冶町
下郡
山出
寺田
上神戸
長田
市部
大谷
上野万町
上野愛宕町
依那具
ゆめが丘4丁目
緑ケ丘南町
久米町
上野桑町
緑ケ丘南町
佐那具町
西明寺
佐那具町
上野西町
下郡
寺田

所 　 在 　 地
アポロ興産㈱
伊賀冷機工業㈱
伊賀住宅設備機器
伊賀建興㈱
㈲池田設備工業
伊藤水道工業所
井之坂工業㈱
いわさきホームサービス
㈲上田商店
上野ガス㈱
上野都市ガス㈱
大登住宅設備
㈱岡本住設
㈱川口組
川野設備工業
中部菊屋興産㈱
㈲シブキ設備
渋木工業所
㈲正栄建設
諏訪住設
総設
㈱大栄
㈱大伸
大同建設工業㈱
㈲デンキの高田
㈱竹本工業
谷建設㈱上野支店
玉岡設備工業
千代田工業㈱
月井工業所
手島水道店
㈱テラハシ
㈱東邦設備
中山成業㈱
㈱中江設備
中井水道工事
㈱長島住宅設備
㈲西尾デンキ
㈱西建
日正設備巧業
㈲新田設備工業
馬場水道工務店
平井ポンプ工業所
福森設備
㈱福井商店
富士設備
㈱双葉設備
フリータイム前川住設
前田商店
㈱松山工業所
㈲松嶋工務店
㈱三重プロパン
三重プラント㈱　
水屋
㈱ミツワ設備センター
名阪設備工業㈱
㈲森電機商会
モリタ設備
㈲山福
山一建設㈱
山田ポンプ店
電化と通信のヤマグチ
ライフ設備
渡辺水道

工 　 事 　 店 　 名

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す
。

■
水
漏
れ
し
て
い
る
と
き
は
■

・
宅
地
内
の
水
道
管
か
ら
水
漏
れ
し
て
い
た
ら
、
ま
ず
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ

さ
い
。
修
理
の
ご
相
談
は
、
市
指
定
の
工
事
事
業
者
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
道
路
な
ど
や
、
水
道
本
管
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
ま

で
の
間
で
水
漏
れ
し
て
い
た
ら
、
水
道
部
施
設
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
水
道
メ
ー
タ
ー
更
新
の
お
知
ら
せ
■

計
量
法
に
基
づ
き
検
定
満
了
（
８
年
）
と
な
る
水
道
量

水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
取
替
え
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

交
換
に
当
た
っ
て
は
、
市
指
定
の
工
事
事
業
者
が
お
伺
い

し
、
メ
ー
タ
ー
交
換
を
行
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
を
更
新
す

る
地
区
や
時
期
は
後
日
関
係
者
の
方
に
連
絡
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

▼
水
道
総
務
・
事
業
計
画
等

1
24
・
９
８
６
１
（
水
道
総
務
課
）

▼
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
等

1
24
・
０
０
０
１
（
業
務
課
）

▼
漏
水
・
給
水
工
事
等
1
24
・
０
０
０
２
（
施
設
課
）

▼
簡
易
水
道
区
域
の
給
水
等

1
24
・
３
９
６
９
（
簡
易
水
道
係
）

上
　
野
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▼
▼
▼
水
道
工
事
等
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
▲
▲
▲



47-0306
48-0027
47-0209
48-0221
63-4157
67-1980
68-5051
65-2757
65-6608
63-9800
63-9189
64-8522
61-1837
65-0035
63-6431
66-1036
63-5375
63-2555
63-3753
63-5179
63-0188
68-6810
63-5965
65-2366
63-2525
64-7340
65-5970
0596-37-5666
059-236-5550
0598-51-6191
0598-22-2082
0596-22-5232
0749-23-3309
0593-74-0222
059-226-0665
059-279-3464
0595-85-0956
0596-23-1005
0593-56-2112
0598-56-3980
39-0810
0596-27-0787
0596-37-4719
059-265-4388
059-230-2030
0593-33-9660
0596-28-6617
0598-42-1005
059-265-2145
059-227-2185
059-227-5241
0596-58-0002
059-226-3350
0745-22-9409
0742-95-0712
0744-54-2021
0745-82-0406
0744-25-7059
0774-72-6453
0774-76-2329
07439-4-0011
0774-78-2986
074395-2255
0748-67-0814
0748-88-2998
0748-88-5206
0748-88-2233
0748-82-1240
0748-88-6000
0748-86-2224
072-835-7778

甲野
猿野
中村
下阿波
名張市箕曲中村
名張市新田
名張市つつじが丘
名張市南古山
名張市桔梗が丘
名張市夏見
名張市朝日町
名張市蔵持町
名張市箕曲中村
名張市桔梗が丘
名張市蔵持町
名張市美旗町
名張市夏見
名張市赤目町
名張市赤目町
名張市梅が丘
名張市東町
名張市つつじが丘
名張市富貴ヶ丘
名張市桔梗が丘
名張市松崎町
名張市百合が丘
名張市美旗町
伊勢市村松町
津市栗真町屋町
松坂市垣鼻町
松坂市光町
伊勢市船江
津市栗真町屋町
鈴鹿市石薬師町
津市中河原
安芸郡美里村
亀山市田村町
伊勢市八日市場町
四日市市ときわ
松阪市曽原町
安芸郡安濃町
伊勢市桜木町
伊勢市柏町
安芸郡芸濃町
津市高野尾町
四日市市生桑町
伊勢市辻久留
松阪市嬉野下之庄町
安芸郡芸濃町
津市下弁財町津興
津市垂水
度会郡玉城町
津市神納町
大和高田市
奈良市
高市郡明日香村
宇陀郡榛原町
橿原市
相楽郡木津町
相楽郡加茂町
相楽郡南山城村
相楽郡和束町
相楽郡笠置町
甲賀市土山町
甲賀市甲賀町
甲賀市甲賀町
甲賀市甲賀町
甲賀市信楽町
甲賀市甲賀町
甲賀市甲南町
大阪府枚方市

工 　 事 　 店 　 名 所 在 地 電 話 番 号
45-9229
45-4659
45-4302
45-3121
45-2076
45-3081
45-3039
45-3446
45-2056
45-3099
45-2071
45-4354
45-4447
45-9555
45-2105
45-5032
45-3248
45-3128
45-5438
45-4348
45-2251
45-2117
45-3824
45-3806
45-3111
45-2033
45-5340
45-4185
45-3028
43-0230
42-1347
44-1236
43-0127
42-1136
43-0123
43-0488
43-1900
42-1340
44-1331
42-1301
43-1587
42-1011
44-1280
43-0497
42-1017
44-1341
43-0627
52-2870
52-0050
52-0213
52-0464
52-2593
52-0243
52-0523
52-0525
52-1032
52-1035
52-0206
52-0300
52-1232
52-0131
52-0628
52-1220
55-2276
59-2021
59-2050
07439-4-0246
59-2270
59-2041
59-2136
59-2239

工 　 事 　 店 　 名 所 在 地 電 話 番 号
伊東住設
植田建設
㈱後出建材土木
江川商会
岡村建設
岡森ガス店
奥建設㈱
菊山設備
合資会社北仙商店
北出左官
倉下左官店
㈲スギノ工業
須崎水道工業
鈴木建設㈲
㈲柘植電気工業所
柘植建設
㈲土田建設
㈲中西建設
中村土木
㈲林組
林田建設㈱
東木工所
㈱博電工業三重営業所
福村デンキ
前田鉄工所
合名会社丸屋
村松冷暖技研工業
山岡土木合名会社
㈲ヤマハン
阿山建設㈱
イヤマ住設商工
奥野設備
河合建設㈱
㈱竹島建設
田矢電機店
㈱対馬建設
㈱鞆田建設
中林水道
中山建設㈱
中出水道
野田設備
はなや
福森左官設備
藤森工務店
藤田電気商会
松本工務店
山本建設㈱
青山ライズ
㈱青山建設
石橋鉄工
市川建設㈱　
小岳建設㈱
カケダ厨房設備
㈲後藤工作所
後藤電機工業
㈱三和工務店
中西久建設㈱
㈱西山組
廣岡建設㈱
福岡設備工業㈱
福森電機商会
宮本建設㈱
吉岡鉄工所
若山左官
伊賀市製材事業所
㈱川島工業
㈱北組島ヶ原支店
清水左官設備
辻興業所
㈲西川工務店
浜口組

山王建設㈱
㈲廣塚鉄工
福井工業㈲
㈱マツザキ
アクアサービスナカモリ
㈱生田
㈲ウォーターシステム
岡森設備
桔梗設備
㈱菊屋
喜多建材
㈲高建
香南設備
島津設備
㈱下村工業所名張出張所
白石設備
スガコー建設㈱
杉本水道
杉本設備
高屋設備
多田工業㈱
㈱テラカド
㈲中嶋工業
名張近鉄ガス㈱
㈱フクタ
マスダ設備
名阪エンジニアリング㈱
㈲伊勢志摩産業
今木工業㈱三重営業所
永和管工設備
大久保設備
㈲ユニティーオオニシ
北川産業㈱三重営業所
栗原設備工業㈲
坂倉水道㈱
ササキ設備
白川建設㈱
㈱神都
竹内設備
タナカ住宅設備
中部企業㈱
㈱中央設備
㈲中部エンジニアリング
中村水道
㈱ニッセイ
㈲野口設備
㈱野村水道工業所
㈱ハギワラ
㈲フルイチ設備
㈱三重厨房住設
Water Pro 水坊主
㈲都設備
㈲ワカヤナギ
㈲アクア
辻建設㈱
㈲豊田設備工業
㈱水野設備
㈲山下組
今堀水道工業㈱
川村工作所
瀧尻水道工業所
中尾電気商会
山内設備工業
上野電器商会
片渕板金住設工業
甲賀電気設備㈱
㈱清水コンテック
㈱服部工業
㈱フジケン
吉田電工㈱
㈱草川水道工業所

下柘植
柘植町
西之澤
新堂
柘植町
愛田
山畑
柘植町
柘植町
川西
野村
柘植町
川西
柘植町
柘植町
柘植町
下柘植
下柘植
柘植町
中柘植
柘植町
中柘植
希望ヶ丘
柏野
新堂
柘植町
川東
山畑
下柘植
上友田
槇山
音羽
円徳院
玉滝
円徳院
阿山ハイツ
中友田
槙山
石川
槙山
阿山ハイツ
玉滝
丸柱
東湯舟
玉滝
石川
波敷野
桐ケ丘
別府
伊勢路
阿保
種生
阿保
阿保
阿保
阿保
青山羽根
下川原
阿保
岡田
阿保
別府
阿保
老川
島ヶ原
島ヶ原
島ヶ原
島ヶ原
島ヶ原
島ヶ原
島ヶ原

（平成17年4月1日現在）

伊
　
賀

阿
　
山

青
　
山

島
ヶ
原

名
張
市

三
重
県

京
都
府

奈
良
県

滋
賀
県

大
山
田

他
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伊賀旅路の終り伊賀旅路の終り
伊賀市の皆さん、こんにちは！この7ヶ月の間、国

際交流員として、私、ジェイ・パトリックは伊賀市文
化国際課に勤めていましたが、今月末でこの期間が終
わりますので、これは私の最後の広報記事となります。
最近、外国や国内、どこへ行っても文化や習慣が違

う人々と出会います。昔は、外国の価値観や意見は自
分の国や一般人に影響があまりなかったけれども、こ
の時代は世界中の情報が広まるのは早いです。他の国
で事件が起これば、自分の国の反応や世論がすぐ分か
ります。
この国際化の時代では、異文化コミュニケーション

や理解が重要となっています。こういう事について、
それぞれ人は責任を持っています。何の責任？一般的
に、いろいろなところからの情報を出来るだけ聞いて、
相手の立場を理解してみる責任です。理想的な世界で
各個人は同じことをやってみます。世界中の皆さんも
それぐらいができれば、国際問題がそんなに大きく見
られないと思います。伊賀市民の皆さんも、 世界村の
一員として、この考え方を採用していただくことを望
んでいます。
カナダと日本の対貿易について言えば、カナダの2

番目に大きな貿易国は日本です。カナダから、日本に
は材木、パルプ、天然ガス、魚、原鉱金属などを輸出
しています。日本から、カナダは自動車、科学と工学
テクノロジーを主に輸入していますが、一番大きいの
は観光産業となっています。これからカナダのバンク

ーバー市は2010年冬季オリンピックのため、準備を
始めます。バンクーバー市に行ったことがある人なら
ば、その辺りの美しさがよく分かると思います。スノ
ーボードやスキーをやりたかったら、バンクーバーの
近くのウィスラースキー場は世界のベスト3に入って
いますが、他のスキー場もたくさんあります。
しかし、スノーボードやスキーに興味を持っていな

い人でも、カナダの大自然を楽しめます。カナダの季
節は日本と一緒ですが、夏の場合午前5時半ぐらいか
ら午後10時ぐらいまで太陽がでており遊ぶことが出来
ます。伊賀市の皆さん、機会があればぜひカナダへ行
ってください！
この間、私は国際交流員ジョン・チャールトンと一

緒にたくさんの行事を計画しました。文化国際課の応
援で、英国アフターヌーンティ、英語圏の国々セミナ
ーシリーズ、またバーンズナイトを行いました。参加
者はいつも元気いっぱいで参加していただいて楽しか
ったです。ありがとうございました！
最後になりますが、伊賀地域に2年あまり、住んで

いましたが、その間にいろいろな事を勉強して、たく
さんの優しい人と出会いました。いつかカナダに帰る
と思いますが、取りあえず、もう少し日本に滞在した
いと思います。将来に、カナダと日本の貿易、友情、
交流などをもっと振興すると良いと思います。伊賀市
の皆さん、いろいろな経験をさせていただき、本当に
ありがとうございました。

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
か
ら
、「
フ

リ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
若
者
が

増
え
、
ま
た
、
最
近
で
は
、「
ニ
ー

ト
」
と
呼
ば
れ
る
若
者
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
は
、「
勤
め

先
で
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
呼

ば
れ
る
若
者
」
を
さ
し
、「
ニ
ー
ト
」

と
は
、「
働
い
て
お
ら
ず
、
学
校
に

も
行
っ
て
お
ら
ず
、
職
業
訓
練
を

受
け
て
も
い
な
い
若
者
」
の
こ
と

を
言
い
ま
す
が
、
つ
ま
り
、
働

く
意
思
の
有
無
で
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に

お
い
て
、「
ニ
ー
ト
」
に
該
当

す
る
若
者
は
、
68
万
人
に
達
し

て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
学
生
た
ち
が
卒
業
し
て
も

就
職
せ
ず
に
、「
フ
リ
ー
タ
ー
」

や
「
ニ
ー
ト
」
に
な
る
原
因
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
長
引
く
不
況
の

影
響
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
積
極
的
に
就
職
し

よ
う
と
は
思
わ
な
い
」「
ど
ん
な
仕

事
に
自
分
が
向
い
て
い
る
の
か
、

わ
か
ら
な
く
て
就
職
で
き
な
い
」

と
い
っ
た
理
由
に
よ
り
、
働
い
て

い
な
い
若
者
が
い
ま
す
。

「
ニ
ー
ト
」
の
な
か
で
、
問
題

を
か
か
え
た
人
や
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
人
を
除
け
ば
、
そ
の
ほ
と

■このコラムは、毎号いろいろなテーマで人権についてお話しています。
ご意見等は人権政策課122-9631 E-mail : jinken@city.iga.lg.jpへ

ん
ど
の
人
は
親
に
頼
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

昔
か
ら
「
ニ
ー
ト
」
の
よ
う
な

若
者
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
は
、
ご
く
一
部
の
、
非

常
に
裕
福
な
家
庭
の
子
に
限
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昔
と
ち
が
っ
て
、
現

代
の
「
ニ
ー
ト
」
は
、
一
般
的
な

家
庭
の
な
か
か
ら
、
数
多
く
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
ニ
ー
ト
」
を
生
み
出
し

て
し
ま
っ
た
責
任
は
、
働
か

な
い
若
者
を
抱
え
て
い
る
親

そ
の
も
の
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
決
し
て
、「
働

く
意
思
の
な
い
若
者
」
ば
か

り
で
は
な
い
は
ず
で
、
将
来
、

何
を
や
り
た
い
の
か
、
ど
の

職
業
に
つ
き
た
い
の
か
と
い

う
自
分
の
考
え
を
持
つ
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
話
し
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、「
ニ
ー
ト
」
は
、
ひ
き
こ

も
り
や
ゲ
ー
ム
中
毒
、
家
庭
内
暴

力
、
集
団
自
殺
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
孤
立
し
て
し
ま

う
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に

追
い
込
ま
れ
る
者
が
出
て
く
る
と

い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
阿
山
支
所
人
権
政
策
推
進
課
）

「
ニ
ー
ト
が
社
会
的
弱
者
に
な
る
」

国国国際際交交流流員員
ジジョョンン＆＆パパトトリリッックク



果を生み出します。よく噛んでゆっくり食事をとると、
満腹感が得られ肥満を防ぐことができ、脳の血流が増
え、新陳代謝が盛んになり、老化を防止するなど、歯
や口以外の健康づくりにも効果を発揮します。

■ひみこのはがいいぜ
．．．．．．．．．

（噛むことの効果）
ひ）肥満を防止する
み）味覚の発達を助ける
こ）ことばの発音をはっきりさせる
の）脳の発達を助ける　
は）歯の病気を予防する
が）がんを予防する
い）胃の調子をよくする
ぜ）全力投球できる

歯肉炎や歯周炎の原因は、歯に付着している歯垢で
す。歯垢は細菌の塊で歯茎に炎症を起こしたり、歯と
歯茎の間に溝をつくり、そこに細菌が入り歯を溶かし
ます。この歯垢をしっかり落とすのが歯周病の最大の
予防法ですが、それには日々のブラッシングが重要で
す。自分の歯並びにあった磨き方を覚え、定期的に歯
科医を受診することが大切です。

99
広報いが市
2005. 6. 1

6月4日から10日は歯の衛生週間です。平均寿命80
歳という生涯をより健康な状態で送るために、厚生労
働省では、“80歳で20本の歯を残そう”という
「8020（ハチマルニイマル）運動」を行っています。
これは厚生労働省が推進している健康づくり運動「健
康日本21」でも目標に掲げられています。
歯をなくすということは、食べる楽しみが減るだけ

でなく、脳への影響や表情の喪失といった障害が出る
など、生活の質の低下につながります。現在の生活は
もちろん、年をとってからも生き生きとした生活を送
るためには、早いうちから歯と口のケアを行うことが
大切です。
歯のもっとも大切な役割は、食べ物を噛むことです。
また、「かむ」という行為は、体にいろいろな良い効

大山田保健センター

保健師　小田眞規子

歯の健康について

類
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
摂
取
し

た
人
の
腸
管
内
で
菌
が
毒
素
を
作

り
発
症
し
ま
す
。
食
後
10
〜
24
時

間
後
の
激
し
い
腹
痛
と
下
痢
が
特

徴
で
す
。

最
後
に
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に

よ
る
食
中
毒
は
、
食
品
内
で
細
菌

が
増
殖
し
産
生
し
た
毒
素
を
摂
取

す
る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

多
く
は
調
理
す
る
人
の
手
や
指
の

傷
口
に
付
い
た
菌
が
原
因
で
す
。

潜
伏
期
間
は
、
約
３
時
間
と
短
く

激
し
い
嘔
吐
が
特
徴
で
す
。

食
中
毒
は
何
よ
り
予
防
が
大
事

で
す
。
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
こ

と
、
ふ
き
ん
や
ま
な
板
な

ど
調
理
器
具
を
清
潔
に
す

る
こ
と
や
調
理
前
に
手
を

洗
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

下
痢
止
め
は
時
に
は
症
状

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
食
中
毒
が
疑
わ
れ

た
ら
安
易
に
薬
を
飲
ま
ず
医
師
の

診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

内
科
　
村
山
　
卓

食
中
毒
は
、
毎
年
約
３
万
人
の

患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
季
節
に
関
係
な
く
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ

ン
は
特
に
多
く
、
注
意
が
必
要
で

す
。現

在
、
食
中
毒
の
原
因
菌

と
し
て
は
16
種
類
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
サ
ル

モ
ネ
ラ
菌
・
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

菌
・
ブ
ド
ウ
球
菌
が
三
大
原

因
菌
と
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
０

年
厚
生
労
働
省
の
統
計
で
も
食
中

毒
の
原
因
菌
の
約
80
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
三
大
菌
で
す
が
、

ま
ず
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
家
畜
や
鶏

の
腸
管
内
に
存
在
し
、
食
肉
や
卵

に
付
い
た
細
菌
が
食
中
毒
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
特
に
生
卵
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。
熱
に
弱
い
の
で

加
熱
す
こ
と
で
予
防
が
で
き
ま

す
。次

に
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
は
海
水

に
存
在
し
、
菌
が
付
着
し
た
魚
介

「
食
中
毒
の
話
」

7月1日から眼科の診察日と
受付・診察時間を変更します

【診察日】
月曜日から金曜日

（祝日を除く）
【受付時間】
午前8時30分～11時30分

【診察時間】午前9時～
【問い合わせ】
市民病院医療業務課124-1111
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検診名
胃がん
大腸がん
子宮がん
乳がん
前立腺がん
若年者健診
胃がん
大腸がん
子宮がん
乳がん
前立腺がん
若年者健診
胃がん
大腸がん
子宮がん
乳がん
前立腺がん
若年者健診
胃がん
大腸がん
子宮がん
乳がん
前立腺がん
若年者健診
胃がん
大腸がん
子宮がん
乳がん
前立腺がん
胃がん
大腸がん
子宮がん
乳がん
前立腺がん
若年者健診
検診名

胃がん
大腸がん
子宮がん
乳がん
前立腺がん
若年者健診

場　所
7月
ゆめぽりすセンター
11月
ウェルサンピア伊賀
8月.9月.12月.3月
上野支所

7月
農業総合センター
10月・11月
いがまち保健
福祉センター

島ヶ原老人福祉
センター

阿山保健福祉
センター

大山田保健
センター

6月
青山公民館
10月
青山保健センター

対象者
20歳以上の住民
20歳以上の住民
20歳以上の女性
30歳以上の女性
50歳以上の男性
20～39歳の住民

6月

24

24
24

7月
18
18
18
◆18
18
◆18
3
◆3
3
◆3

10
10
10
10
10
10

8月
1

1

1
1

1

9月
29
29
30
◆30

11
○11
11
○11
11

10月

23
◆23
23
◆23
23
△23

21
21
21
21
21

22
◆22
22
◆22
22
22

11月
20
20
20
◆20
20

28
28

28

26
◆26

◆26
26
26

14
○14
14
○14
14

12月
2
3月
7
7
6
◆6

上
野
支
所
　
　
　
　
　
伊
賀
支
所
　
　
　
　
島
ヶ
原
支
所
　
　
　
　
阿
山
支
所
　
　
　

大
山
田
支
所
　
　
　
青
山
支
所
　
　
　
　
　
　
　
備
考
　
　
　
　

受付時間

9：00～11：00
◆は 9：00～11：00
及び13：30～15：00

9：00～11：00
◆は 9：00～11：00
及び13：30～15：30
△は 9：00～11：00
及び13：30～15：00

9：00～11：00
◆は 9：00～11：00
及び13：30～15：00

9：00～11：00

9：00～11：00
○は 9：00～11：00
及び13：30～15：30

9：00～11：00
◆は 9：00～11：00
及び13：30～15：00

内　　容
胃部Ｘ線
2日分の採便
子宮頚部細胞の採取と視診
乳がんの自己検診法の説明と乳房Ｘ線
血液採取
集団健診にて血液検査、心電図、診察等

料　金
1,000円
300円
1,100円
1,100円
400円
1,400円

申込受付
事前に各支所へ
お申し込みくださ
い。申し込みの受
付は各検診のおお
むね1カ月前から
です。

①昭和11年3月31日以前に生まれた方、②65歳以上の重度障害者で老人医療受給者証をお持
ちの方、③生活保護世帯の方は無料となります。

がん検診・若年者健診日程表

＊肺がん検診・結核検診については、各支所にお問い合わせください。
7月3日実施分（伊賀支所）は6月10日から、7月10日実施分（阿山支所）は6月10日から、7月18日実施分
（上野支所）は6月17日から申込受付を開始します。8月以降の受付開始日は検診前月号の広報でお知らせします。

【申し込み・問い合わせ】上野支所健康福祉課122-9653・伊賀支所いがまち保健福祉センター145-1015・
島ヶ原支所健康福祉課159-2269・阿山支所健康福祉課143-9711・
大山田支所大山田保健センター147-0737・青山支所青山保健センター152-2280

7月分検診
申込受付

.

費用の免除



1111
広報いが市
2005. 6. 1

図書館だより図書館だより
Library

Information

上野図書館　　　　　　　　　　上野丸之内40-5 121-6868

西柘植公民館図書室　　　　　　下柘植6243 145-9122
（ふるさと会館いが内）
島ヶ原公民館図書室　　　　　　島ヶ原4739 159-2058
（島ヶ原会館内）
あやま文化センター図書室　　　川合3370-29      143-0154
（あやま文化センター内）
大山田公民館図書室　　　　　　平田650 147-1175
（大山田農村環境改善センター内）
青山公民館図書室　　　　　　　阿保1411 152-1110
（青山公民館内）

☆あやま文化センター図書室は、現在、図書の閲覧だけで図書の貸し
出しは行っていません。

６月のおはなしの会・絵本の時間
「絵本の時間」

１日（水） 午前１０時から1時間程度　　　　　　　　　　ふるさと会館いが　小ホール　
１１日（土） 午後　２時から30分程度（小さい子むき） 上野図書館　２階視聴覚室　
２５日（土） 午後　２時から30分程度（大きい子むき） 上野図書館　２階視聴覚室

『図書室開放ボランティア日誌より』

10時に開けるのを待ちかねたように、たくさんの人が来室してくれました。
日曜日とあって子ども連れの方がたくさんみえました。活字離れが進むと言われる今、小さな子ども達に本
を読む楽しさを教えてくれる親がひとりでも多くなることを願います。

☆ 青山公民館図書室では、土・日曜日の開館は図書室開放ボランティアの皆さんのご協力で、
午前10時～午後3時まで開館していますので、ご利用ください。

新着図書紹介（上野図書館）
■一般書
『古道具中野商店』川上弘美／著
小さな古道具屋に集う人たちの、なんともじれったい恋と世代をこえた

友情。どこかあやしい常連達・・・。懐かしさと幸福感にみちた長編小説。
『檸檬のころ』豊島ミホ／著
かっこ悪くて、情けなくて、でも忘れられない瞬間がある。
田んぼと山に囲まれた田舎の県立高校を舞台に綴る、７編の青春の物語。

■児童書
●えほん
『もうよわむしじゃない』西本鶏介／作・宮西達也／絵
いつも頼りにしていた友達が小学校に進学してしまって心細いぼく。
ある日、いじめっこと対決することになって・・・。幼児の心の成長を鮮やかに描く。

● よみもの
『裁判とふしぎなねこ』手島悠介／作
学校で模擬裁判をすることになった。ぼくは裁判官となって被告人に判決を言いわたす役だ。
人を裁くのが裁判官なのに、ぼくには隠している罪がある。自分の過ちとシナリオをだぶらせながら思い悩む

少年の心を描く。

☆絵本の読み聞かせ、紙芝居や手遊びなどをします。



【
投
句
要
項
】

①
一
般
の
部

四
季
雑
詠

テ
ー
マ
の
部

「
花
」
に
ま
つ
わ
る
俳
句

※
作
品
は
未
発
表
の
自
作
に
限
り

ま
す
。

②
官
製
は
が
き
を
使
用
。

③
は
が
き
１
枚
に
作
品
を
２
句

連
記
し
、
希
望
選
者
名
を
赤
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。
各
部
門
５

枚
（
10
句
）
ま
で
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
選
者
名
の
記
入
の

な
い
も
の
は
選
句
で
き
ま
せ
ん
。

④
は
が
き
の
表
に
、
住
所
（
番
地

ま
で
）・
氏
名
（
よ
み
が
な
）・

俳
号
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
投
句
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

※
選
者
の
都
合
に
よ
り
選
句
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
、
投
句
は
選

句
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
類
句
・
類
想
句
の
場
合
、

取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
一
般
の
部
　
選
者
】

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

有
馬
　
朗
人
、
稲
畑
　
汀
子
、

茨
木
　
和
生
、
宇
多
喜
代
子
、

岡
崎
　
光
魚
、
鍵
和
田
　
子
、

金
子
　
兜
太
、
倉
田
　
紘
文
、

塩
田
薮
柑
子
、
西
村
　
和
子
、

長
谷
川
　
櫂
、
星
野
　
椿
、

皆
川
　
盤
水
、
宮
田
　
正
和
、

森
　
　
澄
雄
、
森
田
　
峠

【
テ
ー
マ
の
部
　
選
者
】（
敬
称
略
）

片
山
由
美
子

【
締
め
切
り
】

７
月
31
日
a

必
着

（
締
め
切
り
が
早
く
な
り
ま
し
た
）

【
投
句
先
】

〒
５
１
８
・
８
７
７
０

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
　

芭
蕉
翁
記
念
館
内

「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係

希
望
選
者
名
　
（
朱
書
き
） 

裏　 　　面 

【
投
句
要
項
】

①
は
が
き
ま
た
は
、
は
が
き
相
当

の
厚
み
を
も
つ
用
紙
に
、
自
分

で
作
っ
た
未
発
表
の
作
品
を
２

句
、
て
い
ね
い
な
字
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。
２
枚
（
４
句
）
ま

で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
は
が
き
の
表
に
、
学
校
名
・
学

年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
書
　

い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
俳
句
大
会
へ
同
句
を
応
募

さ
れ
た
場
合
、
作
品
は
選
考
か

ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

９
月
７
日
d

必
着

【
投
句
先
】

〒
５
１
８
・
８
７
７
０

伊
賀
市
上
野
丸
之
内

芭
蕉
翁
記
念
館
内

「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
・

生
徒
」
係

裏　　面 

三
重
県
伊
賀
市
上
野
丸
之
内 

　

　
芭
蕉
翁
記
念
館 

〒518－8770

「

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係 

 住
　
　
所 

氏
　
　
名 

俳
　
　
号 

電
話
番
号 

表　 　　面 

表　　面 

三
重
県
伊
賀
市
上
野
丸
之
内 

芭

蕉

翁

記

念

館

 

〒518－8770　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
・
生
徒
」
係 

 

学
校
名 

学
　
年 

氏
　
名 

【
投
句
要
項
】

①
作
品
形
式
「
半
歌
仙
」

芭
蕉
翁
発
句
脇
起

②
未
発
表
作
品
で
、
一
連
衆
三
巻

ま
で
。

③
応
募
は
所
定
の
用
紙
（
コ
ピ
ー

可
）
で
、
必
要
事
項
を
記
入
。

④
文
字
は
、楷
書
で
鮮
明
に
書
き
、

難
解
な
文
字
に
は「
よ
み
が
な
」

を
つ
け
る
。

【
締
め
切
り
】

７
月
31
日
a

必
着

【
投
句
料
】

無
料

【
選
　
者
】（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

宇
咲
　
冬
男
、
岡
本
　
耕
史
、

土
屋
　
実
郎
、
宮
下
　
太
郎

【
投
句
先
】

〒
５
１
８
・
８
７
７
０
　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
　

芭
蕉
翁
記
念
館
内

「
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
」
係

1
21
・
２
２
１
９

※
応
募
作
品
の
著
作
権
お
よ
び
こ

れ
か
ら
派
生
す
る
す
べ
て
の
権
利

は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

連
句
の
部

児
童
生
徒
の
部

一
般
の
部
・
テ
ー
マ
の
部

「「
芭芭
蕉蕉
翁翁
献献
詠詠
俳俳
句句
」」
募募
集集

芭
蕉
さ
ん
の
業
績
を
た
た
え
、
遺

徳
を
偲
ぶ
「
芭
蕉
祭
」
や
「
し
ぐ
れ

忌
」
な
ど
の
行
事
内
容
を
紹
介
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
小
・
中
学
生

【
作
品
内
容
】

芭
蕉
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
由
な

発
想
で
描
い
て
く
だ
さ
い
。

（
文
字
は
、
主
催
者
で
入
れ
ま
す
の
で

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

【
作
品
規
定
】

①
４
ツ
切
り
画
用
紙
を「
た
て
」に
し

て
、
絵
の
具
や
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー

で
描
い
て
く
だ
さ
い
。

②
未
発
表
の
自
作
品
で
、
１
人
１
点

に
限
り
ま
す
。

③
裏
面
に
、
学
校
名
・
学
年
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
作
品
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
め
切
り
】
７
月
15
日
f

【
審
査
・
表
彰
】

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
入
選
作
品

を
決
定
し
、
う
ち
１
点
を
今
年
の
ポ

ス
タ
ー
に
作
成
。
芭
蕉
祭
式
典
に
お

い
て
表
彰
し
ま
す
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

所
属
の
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
市
外
の
学
校
の
方
は
、
本
庁
文

化
国
際
課
（
1
22
・
９
６
２
４
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

ポポ
スス
タタ
ーー
募募
集集

　
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
芭
蕉
祭
（
旧
上
野
市
）
と
し
ぐ
れ

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
芭
蕉
祭
（
旧
上
野
市
）
と
し
ぐ
れ

忌
（
旧
伊
賀
町
）
で
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
て
き
た
献
詠
俳
句
を
今
年
か
ら

忌
（
旧
伊
賀
町
）
で
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
て
き
た
献
詠
俳
句
を
今
年
か
ら

次
の
と
お
り
一
本
化
し
て
募
集
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
一
本
化
し
て
募
集
し
ま
す
。

　
表
彰
は

　
表
彰
は
1010
月
1212
日
（
水
）
上
野
公
園
の
俳
聖
殿
前
広
場
を
中
心
に
行

日
（
水
）
上
野
公
園
の
俳
聖
殿
前
広
場
を
中
心
に
行

わ
れ
る
芭
蕉
祭
式
上
で
行
い
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

わ
れ
る
芭
蕉
祭
式
上
で
行
い
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
芭
蕉
祭
（
旧
上
野
市
）
と
し
ぐ
れ

忌
（
旧
伊
賀
町
）
で
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
て
き
た
献
詠
俳
句
を
今
年
か
ら

次
の
と
お
り
一
本
化
し
て
募
集
し
ま
す
。

　
表
彰
は
10
月
12
日
（
水
）
上
野
公
園
の
俳
聖
殿
前
広
場
を
中
心
に
行

わ
れ
る
芭
蕉
祭
式
上
で
行
い
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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伊賀市奨学金制度

【対象者】次の①～⑤すべてに該当する方
①修学のため住所異動した場合を除き、本人、保護者
とも市内在住の方
②高等学校等または大学等に在学する方
③奨学金の受給を申請される方と生計をともにする世
帯員の中に当該年度の住民税所得割額を納付すべき
世帯員のいない方
④本市が支給する他の奨学金の受給者または決定者で
ない方
⑤高等学校等または大学等の在学を条件として本市が
支給する奨学金をいままで受給したことがない方

【奨学金の額】
¡高等学校等　　　年額　72,000円
¡国公立の大学等　年額　72,000円
¡私立の大学等　　年額　84,000円
【必要書類】
①奨学金受給申請書
②高等学校または大学等の在学証明者
③住民票（世帯全員の記載のあるもの）または外国人
登録原票記載事項証明書
④世帯員の中で所得のある方全員の所得証明書また
は住民税納税通知書の写し
※旧伊賀町・旧島ヶ原村・旧阿山町・旧大山田村・旧
青山町での奨学金制度をご利用されている方は、引
き続き今までどおりご利用できます。

伊賀市馬岡奨学金支給制度

【対象者】次の①～③すべてに該当する方
①修学のため住所異動した場合を除き本人、保護者と
も市内在住の方
②高等学校や専門学校、大学等に在学する方
③前項の学校卒業後、受給年数の2倍以上市内での居
住を予定している方

【募集人数】
¡大学第１学年に在学する方　　　　　　　　　１人
¡高等専門学校および高等学校第１学年に在学する方

2人以内
【奨学金の額】修学期間中　年額　120,000円
【必要書類】
①奨学金支給申請書　　
②前在学校の成績証明書
③高等学校または大学等の在学証明書
④住民票（世帯全員の記載のあるもの）
【選　考】
奨学金支給選考委員会による面接等を経て決定。

【選考基準】
①常に修学に励み、成績優秀な方
②この修学金の受給により、地元および社会に貢献す
る意思を強く持った方
※前記の対象者や選考基準に該当しなくなった場合等
奨学金の支給を取り消し、または返還していただく
ことがあります。

【受付期間】6月13日b～22日d
【申し込み・問い合わせ】
教育委員会上野分室122ー9680 教育委員会伊賀分室145ー9116 教育委員会島ヶ原分室159ー2058
教育委員会阿山分室143ー0154 教育委員会大山田分室146ー0130 教育委員会青山分室152ー1110
教育委員会教育総務課122ー9675

伊賀市奨学金制度・伊賀市馬岡奨学金支給制度をご活用ください伊賀市奨学金制度・伊賀市馬岡奨学金支給制度をご活用ください

〜
あ
な
た
の
想
い
を
芭
蕉
さ
ん
へ
の

絵
手
紙
に
託
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

芭
蕉
さ
ん
の
業
績
を
た
た
え
、
芭

蕉
さ
ん
に
宛
て
た
絵
手
紙
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
作
品
規
定
】

①
縦
15
㎝
×
横
10
㎝
（
官
製
は
が
き

大
）
で
使
用
。
画
材
・
彩
色
は
自

由
。

②
未
発
表
の
自
作
で
、
１
人
10
点
以

内
と
し
ま
す
。

③
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学

校
名
・
学
年
）
電
話
番
号
・
作
品

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
め
切
り
】
９
月
７
日
d

【
審
査
・
表
彰
】

特
選
・
入
選
作
品
を
決
定
し
、
特

選
の
方
は
芭
蕉
祭
式
典
に
お
い
て
表

彰
し
ま
す
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
役
所
文
化
国
際
課

1
22
・
９
６
２
４

※
作
品
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

作
品
の
版
権
は
主

催
者
に
帰
属
し
ま

す
。

絵絵
手手
紙紙
募募
集集

市では、社会に貢献する人材を育成することを目的として、奨学金制度を実施しています。
そのひとつとして、修学意欲をもった市内の高校生・大学生等を援助することで教育の機会の

確保に努めています。この制度の活用を希望される方は、次によりお申し込みください。
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近鉄伊賀線は大正5年8月に開業
以来、私たちの身近な交通手段と
ともに地域の振興に重要な役割を
果たしてきました。しかし、昭和
40年以降の自家用車の普及などに
より、乗客数は年々減少し、平成
15年の乗客数は昭和41年と比較し
て約4割の減少と極めて厳しい状況
となっているため、4月27日近鉄
伊賀線の活性化や利用促進運動な
どを行う「近鉄伊賀線活性化協議
会」の設立総会が、市中央公民館2
階ホールで行われました。
平成17年度は市内の子どもたち

が描いた絵を電車内に掲示したり、
自転車の持ち込みを許可すること
で利用促進を図っていきます。

4月23日、上野丸之内の国史跡旧崇廣堂で、平成17年
度全国京都会議通常総会が開催され、全国22の市町か
ら行政関係者や観光協会職員など約50人が忍者衣装で
会議に臨みました。全国京都会議は、北は弘前市（青森
県）から南は知覧市（鹿児島県）まで、全国で53市町
が加盟し、連携して各市町のイメージアップと観光客の
誘致を目指してさまざまな事業を展開しています。

近鉄伊賀線を利用しよう！

伊賀市で全国京都会議開催

余野公園つつじ祭

上
野
市
街
地
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
常
任
委
員

t

今
高
一
三
さ
ん
が
会
長
に
就
任

5月8日、柘植町の余野
公園でつつじ祭が行われま
した。地元特産品や飲食物
の屋台が並び野外ステージ
では、太鼓やダンスなども
披露され、多彩なイベントに会場は大賑わいとなりま

した。ツツジが咲き誇り、
家族連れや友達同士でお
弁当を食べる姿も多く見
られ、約2万人の観光客
が訪れました。
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花で街をきれいに！ 「今年は1000株の花を育てる予定なので、一緒に花を育
ててくれる人を探しています。」（校長先生）

4月26日、桃青中学校の生徒12人が、商店街の景観整備などを目的に、自分達で育てたパンジー、ビオラ、デ
イジーのプランター30個を銀座通りと本町通りに設置しました。この日設置されたプランターの花は、生徒会園
芸委員の生徒18人が中心となって、昨年9月の種まきから毎日の水遣りなどの管理を行ってきたもの。
生徒たちは、「一生懸命育てた花なので、大事に育て

てほしいです。」と言いながら一つずつ店先に設置して
いきました。商店街の人たちからは、「店先がきれいに
なって嬉しいです。」と喜びの声が返っていました。 5月14日、青山高原保健

休養地で青山高原つつじま
つりが行われました。高原
周辺の伊賀・久居・白山・
美里・美杉の5市町村で構
成する奥一志青山高原観光振興協議会が主催し、地元特

産品の販売やハーブの花
束、焼杉の体験教室、さる
びの・榊原温泉の足湯など
約15ブースが並び、多く
の観光客で賑わいました。

青山高原つつじまつり

ワンちゃんハッスル2

JFA全日本フリスビードック公式シリーズ選手権第
16戦IN三重伊賀　“伊賀上野NINJAフェスタ2005”が、4
月30日と5月1日の2日間にわたり、上野運動公園野球場
で行われました。
フリスビードッグは、飼い主が投げたフリスビーを犬

がキャッチした回数や地点で得点を競うスポーツで、
年々競技人口が増加しています。この日は、全国から約
500組がエントリーし華麗な演技を披露しました。
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叙叙
勲勲
・・
褒褒
章章
受受
章章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
「
春
の
叙
勲
」

に
市
内
か
ら
３
人
が
、
自
衛
官
、
消
防
士
な
ど
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業

務
に
精
励
し
た
方
に
授
与
さ
れ
る
「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
に
市
内
か

ら
２
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
益
に
尽
く
し
た
方
に
授
与
さ
れ
る
「
藍
綬
褒
章
」
に
市
内
か

ら
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
ご
受
章
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
春
の
叙
勲
受
章
者

【
旭
日
双
光
章
】

（
地
方
自
治
功
労
）

森
本
　
龍
喜
さ
ん

（
北
山
・
76
歳
）

元
青
山
町
議
会
議
員

【
瑞
宝
双
光
章
】

（
人
権
擁
護
功
労
）

関
田
　
績
郎
さ
ん

（
奥
鹿
野
・
77
歳
）

現
人
権
擁
護
委
員

【
瑞
宝
単
光
章
】

（
鉄
道
業
務
）

西
村
　
周
治
さ
ん

（
岩
倉
・
62
歳
）

元
近
畿
日
本
鉄
道
1
京
都
駅
長

■
春
の
褒
章
受
章
者

【
藍
綬
褒
章
】

（
更
生
保
護
功
績
）

松
生
　
芳
久
さ
ん

（
山
出
・
76
歳
）

現
保
護
司

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】

（
防
衛
功
労
）

植
田
　
強
さ
ん

（
桐
ケ
丘
・
61
歳
）

元
２
等
空
尉

【
瑞
宝
単
光
章
】

（
消
防
功
労
）

奥
井
　
一
三
さ
ん

（
一
之
宮
・
70
歳
）

元
伊
賀
北
部
消
防
組
合

消
防
司
令
長

実施機関

市長

議会

教育委員会

固定資産評価
審査委員会

公営企業

計

請求件数

53

1

3

3

60

開示

39

1

1

3

44

部分開示

11

2

13

非開示

1

1

お知らせします
平成平成1616年度情報公開制度の運用状況年度情報公開制度の運用状況

決　定　内　容

実施機関別請求件数及び決定内容

市長部局の請求件数内訳

不存在

2

2

取り下げ
不服申し
立て

2

2

■情報公開制度とは？
市民の皆さんの知る権利を尊重し、行政情報の公開をすることで、市民の皆

さんの市政参加をすすめ、市政に対する理解と信頼をさらに深めていただける
制度です。
■公開を請求できる人は？
市民の方に限らずどなたでも。
■公開請求できる情報は？
実施機関の職員が職務上作成または取得した文書や図面などです。
例えば・・・○○工事契約書、○○台帳など。
詳しくは、市ホームページ（http://www.city.iga.lg.jp/）をご覧いただくか、
各支所地域振興課(室）または本庁広聴情報課へお尋ねください。

所　属

建設監理課（監理課・
建設課・建設産業課）
総務課・総務振興課
（地域振興室）
財務課（財政課）・
企画財政課
しらさぎクリーン
センター
清掃事業課・
生活環境課
建築住宅課
（事業調整課）

契約監理課

農村整備課・
産業振興課

広聴情報課

さくらリサイクル
センター

環境センター

健康福祉課

下水道課

建築指導審査室

消防課

請求件数

18

9

5

4

3

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

【問い合わせ】本庁広聴情報課 122-9636
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■ふれあい水中教室～ママとプールで水遊び～
【と　き】7月１日（金）午後1時～3時

8月26日（金）午後1時～3時
9月16日（金）午後1時～3時

【ところ】島ヶ原温泉やぶっちゃの湯「まめの館」
【対　象】1歳～3歳の児と保護者
【定　員】各日程7組
【参加費】「まめの館」利用料300円

■シェイプアップ・ママ～水中ダンス～
【と　き】7月22日（金）午後1時～3時

9月 2日（金）午後1時～3時
【ところ】島ヶ原温泉やぶっちゃの湯「まめの館」
【定　員】各日程15人（託児7人）
【参加費】「まめの館」利用料300円

■リラックス・ママ～アロマでリラックス～
【と　き】8月5日（金）午後1時～3時
【ところ】島ヶ原老人福祉センター
【定　員】15人（託児7人）
【参加費】無料

【申し込み】
各教室開催日の3週間前から受け付けます。

【その他】
「まめの館」での教室に参加されるときは、事前に

「まめの館」利用説明会を受けてください。毎日午前
10時からと、木曜日を除く午後6時から利用説明会を
実施しています。ただし、火曜日は定休日です。
【申し込み先・問い合わせ】
島ヶ原支所健康福祉課　159-2269

■シェイプアップ教室
【と　き】7月～9月　週1回　計12回

なるべく毎回出席してください。
【ところ】島ヶ原老人福祉センター

島ヶ原温泉やぶっちゃの湯「まめの館」
【定　員】10人(定員になり次第しめきります。)
【内　容】運動（エアロビクス・アクアビクス・筋トレ等）

体力測定・調理実習等
【参加費】「まめの館」利用時は利用料300円
【申し込み】6月20日（月）から受け付けます。

■月１健康運動教室
【と　き】6月29日(水) 午後1時～

テーマ：物忘れをなくそう
7月 6日(水) 午後1時～

テーマ：血液サラサラ
8月19日(金) 午後1時～

テーマ：転倒予防
【ところ】島ヶ原温泉やぶっちゃの湯「まめの館」
【定　員】15人
【参加費】「まめの館」使用料300円

【開催期間】
10月23日a～26日d 午前10時～午後4時30分

【会　　場】上野ふれあいプラザ2階
【応募資格】
満15歳以上（中学生は除く）の市内在住・在勤・在

学・出身の方。
【作品規定】
■絵画部門
日本画・油彩画・水彩画・パステル画・素描・創作

版画等で20号～100号の作品。
■彫塑部門
手動可能で幅1.5c×奥行1.5c×高さ2.0c以内の作品。
■工芸部門
手動可能で平面作品は縦1.5c×横1.5c以内、立体作

品は幅1.5c×奥行1.5c×高さ1.8c以内の作品。
■写真部門
半切以上全倍（70cm×110cm）までの作品。組写真

は全4倍（140cm×110cm）に収めること。デジタル写
真はＡ3以上全倍までの作品。
■書道部門
額・枠張り・屏風・条幅等は200cm×200cm以内の

作品で本紙寸法が全紙（70cm×136.3cm）2分の1以上
のもの。帖・巻子は縦50cm以内・横200cm以上400cm
以内のもの。額装ではガラス・アクリルは使用しない。

【出品規定】
①作品は、個人の創作した未発表のものに限ります。
（他の公募に入選した作品や新聞・雑誌等に掲載され
た作品は発表作品とみなします。）
②絵画は額装（日本画・油彩画はガラスおよびアクリ
ルガラス付額縁は禁止）、写真はパネル張りまたは
額装としてください。書道は表装をして釈文を添え
てください。
③出品点数は、1人各部門２点以内とします。
④出品作品には、所定の出品票を貼ってください。
＊各支所地域振興課（室）にあります。

⑤作品の受付は、作品規定によって行いますが、審査
の結果、対象外となる場合があります。

【搬入の期日と場所】
10月14日f 午後1時～7時
10月15日g 午前10時～午後1時
上野ふれあいプラザ2階で受付を行います。

【搬出の期日と場所】
10月26日d 午後5時～7時
10月27日e 午前10時～午後1時
＊上野ふれあいプラザ2階において、預かり証と引き
換えに係員立ち合いで行います。
【賞】市長賞、議長賞、教育委員会賞、岡田文化財団賞、
奨励賞、商工会議所会頭賞及び奨励賞（彫塑・工芸の部のみ）
【作品の展示】展示作品は入賞および入選した作品です。
【問い合わせ】上野支所地域振興課 122-9623

市民美術展覧会　市展「いが」出品作品募集！

島ケ原支所
各種健康教室

参加者募集
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今月の納税今月の納税
市県民税（1期）

納期限
6月30日（木）

お知らせお知らせ
INFORMATIONINFORMATION

伊賀市役所
Iga City Office
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雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
雨

の
日
の
交
通
事
故
は
、
ス
リ
ッ
プ

と
視
界
が
悪
い
こ
と
に
よ
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、

¡

普
段
よ
り
速
度
を
落
と
す
。

¡

道
路
に
水
溜
ま
り
が
あ
る
場
所

で
は
特
に
減
速
す
る
。

¡
追
い
越
し
車
線
変
更
を
避
け
る
。

梅雨時の

交通事故防止

¡

残
り
溝
不
足
の
タ
イ
ヤ
を
使
用

し
な
い
。

な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
雨
の
日
に
は
、
薄
暮
時

間
帯
か
ら
深
夜
に
か
け
て
、
歩
行

者
の
見
落
と
し
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
ま
す
。

¡

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。

¡

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
曇
り
を
取

り
除
く
。

¡

エ
ア
コ
ン
を
効
果
的
に
活
用
す

る
。

な
ど
し
て
、
運
転
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
方
も
、
傘
等
で
視
界

が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
外

出
時
は
明
る
い
服
装
を
す
る
と
と

も
に
、
道
路
の
横
断
等
に
は
普
段

よ
り
も
周
囲
を
よ
く
確
認
し
、
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

伊
賀
警
察
署
1
21
・
０
１
１
０

名
張
警
察
署
1
62
・
０
１
１
０

教
科
用
図
書
展
示
会
の

ご
案
内

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

三
重
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
18
年
度
用
の
各
社
の
中
学
校
教

科
用
図
書
の
展
示
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
教
科
書
の
発
行
に
関

す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
23
年
７

月
10
日
法
律
第
１
３
２
号
）
の
規

定
に
基
づ
き
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

６
月
17
日
f
〜
７
月
６
日
d

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
と
こ
ろ
】

緑
ヶ
丘
中
学
校（
緑
ケ
丘
本
町
）

1
21
・
０
８
１
５

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

指
導
教
職
員
係

1
22
・
９
６
７
６

児
童
手
当
現
況
届
を

お
忘
れ
な
く
！

本
庁
福
祉
政
策
課

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
な
お
、
提
出
が
な
い

場
合
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
や
詳
細
文
書
に

つ
い
て
は
、
手
当
の
受
給
者
の
方

に
郵
送
し
ま
す
。

※
現
在
、
所
得
制
限
超
過
で
児
童

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

も
、
本
年
６
月
分
の
手
当
か
ら
は

平
成
16
年
中
の
所
得
に
よ
り
判
定

す
る
た
め
、
新
た
に
申
請
さ
れ
る

と
受
給
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
等
】

▼
健
康
保
険
証
の
写
し
（
現
況
届

用
紙
の
裏
面
に
添
付
、
国
民
年

金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
不

要
）

▼
前
住
所
地
で
の
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
（
平
成
17
年
１
月
１

日
以
降
、
伊
賀
市
に
転
入
さ
れ

た
方
の
み
）

※
こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま

す
。（
養
育
し
て
い
る
児
童
と

別
居
の
場
合
な
ど
）

【
提
出
先
】

お
近
く
の
各
支
所
健
康
福
祉
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
政
策
課
　

1
22
・
９
６
５
４
　

平成16年度から整備をして
いる俳聖殿の屋根葺替工事に
関して、当該事業のさらなる
ご理解をいただくため、広く
一般の方々を対象に、工事現
場の様子をご見学いただく特
別公開を実施します。
【と　き】
７月９日g

午前10時～午後３時
【ところ】
上野公園内俳聖殿前広場

【参加費】
無料（事前申し込み不要）
※当日は、先着順でご見学い
ただきます。
【問い合わせ】
上野支所地域振興課

122－9623

俳聖殿屋根葺替工事現場を
特別公開します
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「
差
別
の
な
い
明
る
い
市
民
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
を
推
進

し
て
い
る
上
野
同
和
教
育
研
究
協
議
会
第
24
回
定
期
総
会
と
記
念
講
演
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
６
月
19
日
（
日
）

【
と
こ
ろ
】
伊
賀
市
文
化
会
館
　
さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル

【
内
　
容
】

▼
総
　
会
　
午
前
10
時
30
分
〜

▼
講
演
会
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
講
　
師

元
北
星
学
園
余
市
高
校
教
諭

横
浜
市
教
育
委
員
　

義
家
弘
介
さ
ん
　

※
テ
ー
マ

「
ヤ
ン
キ
ー
新
た
な
る
挑
戦
」

講
演
会
へ
の
入
場
は
無
料
で
す
が
、
多
数
の
皆
様
の
参
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
入
場
整
理
券
（
先
着
６
０
０
人
）
を
発
行
し
ま
す
。

整
理
券
は
、
６
月
13
日
b
〜
15
日
d
ま
で
、
伊
賀
市
役
所
北
庁
舎
２
階
、

上
野
同
和
教
育
研
究
協
議
会
事
務
局
で
お
渡
し
し
ま
す
。（
一
人
２
枚
ま

で
と
し
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】
上
野
同
和
教
育
研
究
協
議
会
1
26
・
７
６
７
７

上
野
同
和
教
育
研
究
協
議
会
第
24
回
定
期
総
会

伊賀市農業委員選挙が
公職選挙法に基づき
行われる予定です

【立候補の受付】
7月3日a
午前8時30分～午後5時
各支所にて（島ヶ原を除く）

【投票日】７月10日a
【資　格】選挙人、被選挙人と
もに、農業委員選挙人名簿に登
載されている、満20歳以上で、
農地10アール以上の耕作者と
その同居の親族または配偶者
で、年間おおむね60日以上農
業に従事している方。
【問い合わせ】
市選挙管理委員会事務局

122ー9601

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断
受
診
者

木
造
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
向
上
を
図
り
、
地
震
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
木

造
住
宅
耐
震
診
断
の
受
診
者
を
募

集
し
ま
す
。

【
対
象
建
築
物
】

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅

②
木
造
住
宅

③
２
階
建
て
以
下

④
延
べ
床
面
積
３
０
０
㎡
以
下

⑤
専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
、
長
屋

建
住
宅
、
併
用
住
宅
（
２
分
の

１
以
上
住
宅)

⑥
市
内
在
住
者
で
市
内
に
所
有
し

て
い
る
住
宅

⑦
１
人
１
戸

【
耐
震
診
断
実
施
期
間
】

８
月
〜
10
月
（
予
定
）

【
耐
震
診
断
料
】
無
料

【
耐
震
診
断
実
施
戸
数
】
60
戸

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

（
７
月
27
日
予
定
）
に
よ
り
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
間
】

７
月
１
日
f
〜
15
日
f

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
、
７
月
15
日
必
着
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
の
上
、
本
庁
事
業
調
整

課
お
よ
び
各
支
所
建
設
課
ま
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
本
庁
事
業
調
整
課

お
よ
び
各
支
所
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。

■
市
営
住
宅
入
居
者

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

７
月
１
日
f
〜
15
日
f

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
、
７
月
15
日
必
着
と
し
ま
す
。

【
受
付
場
所
】

本
庁
事
業
調
整
課
お
よ
び
各
支

所
建
設
課

【
募
集
戸
数
】

（
上
野
）

緑
ヶ
丘
南
町
団
地
　
１
戸

三
田
団
地
　
　
　
　
１
戸

城
ヶ
丘
団
地
　
　
　
１
戸

上
之
庄
団
地
　
　
　
２
戸

荒
木
団
地
　
　
　
　
２
戸

木
根
団
地
　
　
　
　
１
戸

（
青
山
）

宝
楽
山
第
三
団
地
　
１
戸

西
ヶ
森
団
地
　
　
　
１
戸

（
大
山
田
）

野
下
団
地
　
　
　
　
１
戸

【
入
居
資
格
】

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。
伊
賀
市
に
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
方
で
、
か
つ
市

内
に
２
年
以
上
居
住
し
て
い
る

こ
と
。

②
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚

約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

④
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
基

準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

⑤
独
立
の
生
計
を
営
み
、
入
居
者

と
同
等
以
上
の
収
入
を
有
す
る

保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と
。

【
申
し
込
み
方
法
】

木
造
住
宅
耐
震
診
断
受
診
者
募

集
と
同
じ
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
役
所
建
設
部

事
業
調
整
課
建
築
住
宅
係
　
　
　

1
22
・
９
８
３
１

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

受
診
者
お
よ
び

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

本
庁
事
業
調
整
課
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
と
指

導
者
育
成
の
一
環
と
し
て
、
キ
ン

ボ
ー
ル
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

＊
キ
ン
ボ
ー
ル
は
カ
ナ
ダ
生
ま
れ

の
ス
ポ
ー
ツ
で
、１
チ
ー
ム
４
人
、

３
チ
ー
ム
が
同
時
に
プ
レ
ー
し
ま

す
。
直
径
１
２
２
㎝
、
約
１
㎏
の

ボ
ー
ル
で
「
ヒ
ッ
ト
」「
レ
シ
ー

ブ
」
を
繰
り
返
し
て
点
数
を
競
い

合
い
ま
す
が
、
年
齢
や
体
力
に
合

わ
せ
て
楽
し
め
る
人
気
の
高
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

【
と
　
き
】

７
月
10
日
a

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】

上
野
東
小
学
校
体
育
館

【
講
　
師
】

日
本
キ
ン
ボ
ー
ル
連
盟
公
認
指

導
者

【
対
象
者
】

市
内
在
住
（
16
歳
以
上
）
お
よ

び
在
勤
者

【
定
　
員
】
40
人
（
先
着
順
）

【
参
加
料
】

５
０
０
円（
傷
害
保
険
料
含
む
）

※
希
望
に
よ
り
リ
ー
ダ
ー
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
有
料
）

【
持
ち
物
】

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

６
月
６
日
b
〜
30
日
e
の
間

に
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
を
ご
記

入
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
５
１
８
・
８
５
０
１
　
　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地
　

伊
賀
市
教
育
委
員
会
上
野
分
室

1
22
・
９
６
８
０

6
22
・
９
６
９
２

E
-m
ail:ukyoui@

city.iga.lg.jp

平
成
14
年
度
か
ら
編
さ
ん
を
進

め
て
き
ま
し
た
『
上
野
市
史
考
古

編
』
が
刊
行
の
運
び
と
な
り
、
こ

の
た
び
販
売
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

本
書
は
旧
上
野
市
内
の
集
落
跡

や
古
墳
・
城
跡
な
ど
の
主
要
遺
跡

２
６
２
カ
所
を
集
大
成
し
、
図
や

写
真
を
使
っ
て
詳
し
く
解
説
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
文
化
や
特

色
を
再
認
識
す
る
上
で
貴
重
な
も

の
で
す
。
監
修
は
八
賀
晋

す
す
む

三
重

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
体
　
裁
】

Ｂ
５
判
、

口
絵
12
頁
、

本
文６

５
６
頁

（
時
代
別
遺

跡
地
図
付
）（
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
）

【
販
売
価
格
】

５
０
０
０
円
（
送
料
別
）

【
販
売
場
所
】

岡
森
書
店
、
井
筒
屋
書
店
、
山

本
芳
文
堂
、
宮
脇
書
店
、
本
庁
総

務
課
、
市
史
編
さ
ん
係
（
青
山
支

所
内
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課
1
22
・
９
６
０
１

市
史
編
さ
ん
係
1
52
・
４
３
８
０

『
上
野
市
史
考
古
編
』
発
刊

本
庁
総
務
課

ト
ス
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

教
育
委
員
会
青
山
分
室

ト
ス
ボ
ー
ル
は
、
野
球
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
と
似
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
す
が
、
１
回
に
必
ず
全
員
に

打
順
が
回
っ
て
く
る
な
ど
特
別
な

ル
ー
ル
に
よ
り
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

【
と
　
き
】

６
月
26
日
a
午
前
８
時
30
分
〜

（
午
後
２
時
頃
終
了
予
定
）

※
雨
天
の
と
き
は
、
北
部
公
園
体

育
館
で
室
内
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

実
施
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

６
月
22
日
d
〜
７
月
27
日
d

毎
週
水
曜
日
（
全
６
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

【
と
こ
ろ
】
伊
賀
市
中
央
公
民
館

【
対
象
者
】
英
会
話
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

＊
基
本
の
日
常
英
会
話
が
分
か
る
方

【
定
　
員
】
30
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
受
講
料
】
無
料

【
内
　
容
】
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ

て
、日
常
の
英
会
話
を
学
び
ま
す
。

【
講
　
師
】
国
際
交
流
員

ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ー
ル
ト
ン

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

６
月
16
日
e
ま
で
に
、
電
話
で

本
庁
文
化
国
際
課
（
1
22
・
９
６

２
４
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
員
に
よ
る

「
英
会
話
教
室
」

受
講
者
募
集

本
庁
文
化
国
際
課

【
と
こ
ろ
】
青
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
応
募
規
定
】

必
ず
、
団
体
（
１
チ
ー
ム
９
人

以
上
）で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

６
月
20
日
b
午
後
５
時（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
チ
ー
ム

名
・
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
参
加
人
数
を
ご
記
入
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
５
１
８
・
０
２
９
２
　

伊
賀
市
阿
保
１
４
１
１
番
地
　

伊
賀
市
教
育
委
員
会
青
山
分
室

1
52
・
１
１
１
０

6
52
・
１
２
１
１

E
-m
ail:aokyoui@

city.iga.lg.jp

初
夏
の
青
山
高
原
を

歩
こ
う
！

本
庁
環
境
政
策
課

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
緑
豊

か
な
空
気
を
身
体
い
っ
ぱ
い
に
浴

び
、
青
山
高
原
の
環
境
美
化
（
缶

拾
い
等
）
を
行
い
、
自
然
と
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
（
風
車
）
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
　
き
】

６
月
25
日
g

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
青
山
高
原

【
集
合
場
所
】

青
山
高
原
山
頂
小
屋

（
駐
車
場
あ
り
）

【
持
ち
物
】
弁
当
、
水
筒
な
ど

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

６
月
20
日
b
ま
で
に
本
庁
環
境

政
策
課
（
1
22
・
９
６
３
７
）
ま

た
は
各
支
所
生
活
環
境
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

キ
ン
ボ
ー
ル
講
習
会

参
加
者
募
集

教
育
委
員
会
上
野
分
室
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市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
を
市
と
と
も
に
推
進
す

る
人
材
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
に
、
み
だ
し
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
程
等
】
左
表
の
と
お
り

【
募
集
人
数
】
30
人
（
男
女
）

「
参
画
パ
ー
ト
ナ
ー

“
楽
習
”
講
座
」

受
講
生
募
集

本
庁
男
女
共
同
参
画
課

＊
原
則
と
し
て
、
全
日
程
参
加
で

き
る
方

【
対
象
者
】

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

【
受
講
料
】
無
料

【
託
児
】
有
り
（
申
込
み
時
に
要

予
約
）

【
応
募
方
法
】

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

（「
参
画
パ
ー
ト
ナ
ー
“
楽
習
”
講

場　所

ゆめぽりす
センター
2階

伊賀市
ゆめが丘
1-1-4

講　師

1ライフキャリ
アデザイン・ア
ソシエイツ
森野和子さん

1ライフキャリ
アデザイン・ア
ソシエイツ
川端美智子さん

日　時

8月6日g

午前10時
～

午後4時

8月20日g

午前10時
～

午後4時

内　容

午前　
☆男女共同参画とわたし　
～男女共同参画で

何をする？～　
・「男女共同参画」って何？　　
・活かそう！ファシリテーション

午後　
☆想いをカタチに　
～気づきから始まる

企画づくり～
・めざせ！論理的思考で問題解決
・情報を集めて企画に活かそう

午前　
☆結果の出る会議にしよう！
～一人よりもみんなの

知恵を集めて～
・会議の進め方
・合意を得るには

午後　
☆総合ワークショップ
・振り返りの講義　
・「解決に向けての

総合ワークショップ」
☆プレゼンテーション

座
受
講
希
望
」
と
明
記
）
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
限
】
６
月
30
日
e

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１
　
　
　
　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
役
所
男
女
共
同
参
画
課

1
22
・
９
６
３
２

6
22
・
９
６
４
９

E
-m
ail:danjo@

city.iga.lg.jp

■「参画パートナー“楽習 ”講座」日程表

戦
争
中
の
現
物
資
料
を

探
し
て
い
ま
す

本
庁
人
権
政
策
課

今
年
は
戦
後
60
年
を
迎
え
ま
す
。

市
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
考
え
て
も
ら
う
た
め

に
、『
戦
後
60
年
展
』（
仮
称
）
の

開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
戦
争
中
の
現
物
資
料

を
探
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
戦

時
中
の
生
活
用
品
や
軍
隊
に
関
す

る
実
物
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

¡

国
民
服
、
か
ば
ん
、
防
空
頭ず

巾き
ん

な
ど
、
戦
時
中
の
生
活
用
品

¡

軍
服
、
く
つ
、
出
征
時
の
物
品
、

現
地
か
ら
の
手
紙
・
写
真
な
ど

軍
隊
に
関
す
る
資
料

【
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
人
権
政
策
課
　

1
22
・
９
６
３
１

上
野
支
所
人
権
政
策
推
進
課
　

1
22
・
９
６
３
０

伊
賀
支
所
人
権
政
策
課
　

1
45
・
９
１
０
８

島
ヶ
原
支
所
人
権
政
策
推
進
室
　

1
59
・
２
１
５
２

阿
山
支
所
人
権
政
策
推
進
課
　

1
43
・
０
３
３
４

大
山
田
支
所
人
権
政
策
推
進
課
　

1
46
・
０
１
４
０

青
山
支
所
人
権
政
策
推
進
課
　

1
52
・
３
２
３
２

ラ
イ
ト
ピ
ア

「
そ
の
気
に
な
れ
ば
誰
で
も
変

わ
れ
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
大
山
田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
３

人
を
迎
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ラ
イ
ト
ピ
ア
お
お
や
ま
だ
創
立

10
目
年
に
あ
た
り
、
当
時
を
振
り

返
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
大
山
田

地
域
の
啓
発
活
動
と
、
今
後
さ
ら

に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
お
話

し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
と
　
き
】

７
月
９
日
g

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

ラ
イ
ト
ピ
ア
お
お
や
ま
だ

（
奥
馬
野
17
番
地
）

【
パ
ネ
ラ
ー
】

▼
財
団
法
人

反
差
別
・
人
権
研
究
所
み
え

研
究
員
　
松
村
智
広
さ
ん

▼
解
放
社
会
学
研
究
所

所
長
　

江
嶋
修
作
さ
ん

▼
落
語
家
　
露
の
新
治
さ
ん

【
参
加
費
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

ラ
イ
ト
ピ
ア
お
お
や
ま
だ

1
47
・
１
１
６
０

ラ
イ
ト
ピ
ア

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

ラ
イ
ト
ピ
ア
お
お
や
ま
だ
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巡
回
教
育
相
談
の
ご
案
内

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

三
重
県
教
育
委
員
会
で
は
、
子

育
て
に
関
す
る
悩
み
や
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
巡
回
教
育
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

７
月
26
日
c
・
27
日
d

【
と
こ
ろ
】

ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

伊
賀
市
ゆ
め
が
丘
一
丁
目

１
番
地
の
４

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
指
導
教
職
員
係

1
22
・
９
６
７
６

【
締
め
切
り
】
６
月
13
日
b

※
幼
稚
園
・
保
育
園
・
保
育
所
・

小
学
校
へ
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
・

所
・
学
校
を
通
じ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
委
員
募
集

本
庁
介
護
保
険
課

高
齢
化
の
勢
い
は
、
従
来
の
予

測
を
大
き
く
上
回
り
、「
超
高
齢

社
会
」
の
到
来
が
確
実
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
介
護
保

険
制
度
は
要
介
護
者
を
社
会
的
に

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
浸
透
・

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
法
で
は
３
年
ご
と
に

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る

よ
う
に
定
め
て
お
り
、
今
年
度
は

そ
の
計
画
を
策
定
す
る
年
に
あ
た

り
ま
す
。計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、

地
域
の
保
健
医
療
関
係
者
、
福
祉

関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
策
定
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
策
定
委
員
会
に
、
地
域
の

実
情
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
な
ど
被
保
険
者
の

方
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
次
の
と
お
り
策
定
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
４
人
程
度

【
応
募
資
格
】

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、
満

40
歳
以
上
の
伊
賀
市
在
住
の
方
。

【
応
募
方
法
】

『
現
在
の
介
護
保
険
制
度
の
課

題
と
そ
の
解
決
策
』
と
題
し
た
作

文
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３

枚
以
内
）
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
伊

賀
市
役
所
介
護
保
険
課
窓
口
ま
た

は
各
支
所
介
護
保
険
担
当
窓
口
に

直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵

便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
フ
ァ
イ

ル
を
添
付
し
た
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
応

募
は
で
き
ま
せ
ん
。）

【
締
め
切
り
】
６
月
20
日
b
必
着

【
選
　
考
】

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
作
文
等

に
よ
り
選
考
し
、
結
果
を
７
月
末

日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

【
報
　
酬
】

市
の
規
定
に
基
づ
き
ま
す
。

【
意
見
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
０
８
７
３

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
38
番
地
の
４

伊
賀
市
健
康
福
祉
部
介
護
保
険
課

1
26
・
３
９
３
９

6
26
・
３
９
５
０

E
-m
ail:kaigo@

city.iga.lg.jp
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
計
画

策
定
と
は
、
三
重
県
の
生
活
排
水

処
理
施
設
整
備
率
向
上
を
図
る
た

め
、
整
備
手
法
を
検
討
し
、
計
画

的
に
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
８
年
度
に
策
定
さ
れ

た
整
備
計
画
で
す
。

今
回
、
そ
の
生
活
排
水
施
設
整

備
計
画
を
も
と
に
、
伊
賀
市
全
体

の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
最
新

の
状
況
を
反
映
さ
せ
、
最
も
効
率

的
な
整
備
計
画
の
再
検
討
を
図
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
伊
賀
市
自
治
基
本
条

例
第
16
条
の
規
定
に
従
い
、
次
の

要
領
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
計
画

の
再
検
討
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

６
月
１
日
d
〜
14
日
c

【
募
集
内
容
】

生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
計
画

の
再
検
討
に
つ
い
て

【
計
画
の
詳
細
閲
覧
方
法
】

①
伊
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.iga.lg.jp/

②
本
庁
建
設
部
下
水
道
課
お
よ
び

各
支
所
下
水
道
課
・
室
に
資
料

を
用
意
し
ま
す
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

生
活
排
水
処
理
施
設
整
備

計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
募
集

本
庁
下
水
道
課

次
代
を
拓
く
子
ど
も
達
の
育
成

の
た
め
に
は
、
社
会
の
変
化
や
時

代
の
進
展
に
対
応
し
た
教
育
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
伊
賀
市
に
お
け
る
地

域
が
抱
え
る
教
育
諸
問
題
等
を
検

地
域
教
育
協
議
会

地
域
代
表
委
員
募
集

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

討
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
に
よ
る
「
伊
賀
市
地
域
教
育

協
議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
７
人
程
度

【
応
募
資
格
】

年
２
回
程
度
の
会
議
に
参
加
可

能
な
20
歳
以
上
の
方

【
応
募
方
法
】

伊
賀
市
の
教
育
の
あ
り
方
に
対

す
る
ご
自
身
の
考
え
を
簡
単
に
記

述
し
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年

齢
・
略
歴
を
明
記
の
上
、
郵
便
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
６
月
17
日
f
ま
で

【
委
員
の
決
定
】

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地
　

伊
賀
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

1
22
・
９
６
７
５

6
22
・
９
６
９
１

E
-m
ail:

kyoui-soum
u@
city.iga.lg.jp

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
建
設
部
下
水
道
課

1
22
・
９
８
２
０

6
22
・
９
８
３
８

E
-m
ail:gesuidou@

city.iga.lg.jp



伊賀上野城では、4月1日から、天
守閣復興70周年を記念して、さまざ
まな特別展を天守閣で開催していま
す。この機会にぜひ登閣してみてく
ださい。
また、期間中、優待会員を募集し

ています。詳しくは伊賀上野城（伊
賀文化産業協会）へお尋ねください。

■優待会員特典
年会費1,000円で、来年6月30日ま

での間、何回でも登閣できます。
【問い合わせ】
本庁商工観光政策課　122-9672

伊伊伊賀賀上上野野城城天天守守閣閣がが復復興興さされれててかからら
7700周周年年をを迎迎ええまますす
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成
人
式
実
行
委
員
募
集

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18

年
成
人
式
（
平
成
18
年
１
月
９
日

開
催
予
定
）
の
実
行
委
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ

ん
、
成
人
式
の
企
画
・
運
営
に
携

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
申
し
込
み
期
間
】

６
月
20
日
b
〜
７
月
19
日
c

【
対
象
者
】
次
の
①
〜
③
全
て
に

該
当
す
る
方
。

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

②
市
内
の
小
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
方

＊
学
校
や
就
職
の
関
係
で
転
出
さ

れ
て
い
る
方
も
応
募
可
。

③
成
人
式
ま
で
の
会
議
等
に
数
回

出
席
で
き
る
方

【
募
集
人
数
】
10
人
程
度

【
申
し
込
み
方
法
】

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
出

身
中
学
校
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
応
募
し
た
動
機
を
２
０
０
字

か
ら
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

封
書
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
書
式
は
問
い

ま
せ
ん
。）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地
　

伊
賀
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

1
22
・
９
６
７
９

E
-m
ail:

gakushuu@
city.iga.lg.jp

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
教
育

委
員
会
で
応
募
の
動
機
等
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。

盲
導
犬
貸
与
希
望
者
募
集

本
庁
福
祉
政
策
課

盲
導
犬
の
力
を
か
り
て
視
覚
障

害
者
の
就
労
や
社
会
参
加
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、
盲
導
犬
貸
与
希

望
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
次
の
す
べ
て
の
条
件

に
該
当
す
る
方

・
18
歳
以
上
で
県
内
に
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
視
覚
障
害
１
級

の
方

・
就
労
ま
た
は
社
会
活
動
に
参
加

し
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
盲
導

犬
の
貸
与
に
よ
り
就
労
ま
た
は

社
会
活
動
に
参
加
が
見
込
ま
れ

る
方

・
現
在
、
身
体
障
害
者
更
生
援
護

施
設
等
に
入
所
し
て
い
な
い
方

・
居
住
す
る
家
屋
の
所
有
者
、
管

理
者
等
の
承
諾
を
受
け
た
方
　

・
盲
導
犬
を
適
切
に
利
用
し
、
飼

育
で
き
る
方

・
盲
導
犬
訓
練
施
設
に
お
い
て
盲

導
犬
と
共
同
訓
練
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方

【
費
　
用
】
無
償
。
た
だ
し
、
訓

練
施
設
ま
で
の
交
通
費
お
よ
び
共

同
訓
練
中
の
食
費
な
ど
は
実
費
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
応
募
先
】
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

①
三
重
県
視
覚
障
害
者
協
会
（
津

市
桜
橋
２
の
１
３
０
）
へ
応
募
の

場
合

（
盲
導
犬
貸
与
２
頭
）

盲
導
犬
を
希
望
す
る
方
は
、
三

重
県
視
覚
障
害
者
協
会
（
1
０
５

９
・
２
２
８
・
３
４
６
３
）
に
電

話
ま
た
は
郵
便
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

失
明
原
因
、
視
力
程
度
、
盲
導
犬

を
希
望
す
る
理
由
、
家
族
構
成
を

記
入
）

②
盲
導
犬
ワ
ン
ち
ゃ
ん
友
の
会

（
白
山
町
大
字
二
本
木
３
４
１
２

の
３
）
へ
応
募
の
場
合

（
盲
導
犬
貸
与
１
頭
）

盲
導
犬
を
希
望
す
る
方
は
、
伊

賀
市
福
祉
政
策
課
（
伊
賀
市
上
野

丸
之
内
１
１
６
番
地
1
22
・
９
６

５
７
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
応
募
締
め
切
り
】
６
月
30
日
e

【
そ
の
他
】

申
込
み
多
数
の
場
合
は
協
会
、

三
重
県
な
ど
で
協
議
し
貸
与
者
を

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
貸
与
決
定

後
、
中
部
盲
導
犬
協
会
か
ら
の
面

接
が
あ
る
予
定
で
す
。

平成平成1717年度　年度　
手話講習会・点字講習会受講者募集手話講習会・点字講習会受講者募集

■手話講習会■
【と　き】7月～翌年3月
Ａコース　毎月第1火曜日

午後1時30分～3時
Ｂコース　毎月第3土曜日

午前10時～11時30分
＊本年度Ｂコースを受講される方は、
昨年度の手話講習受講修了者対象。

【ところ】
かしの木ひろば（上野寺町1184-2）

【内　容】
テキストを中心に、ビデオや手話

コーラスを交えながら進めます。
【受講料】無料
【募集人数】各コースとも20人程度
【申込期間】6月15日d～30日e

■点字講習会■
【と　き】
6月28日～翌年3月28日
毎月第4火曜日　午前10時～正午
ただし、12月は第3火曜日（20日）

【ところ】
かしの木ひろば（上野寺町1184-2）

【受講料】
無料。ただし、点字器（携帯用）

の購入費用は受講者負担。
【募集人数】20人程度
【申込期限】6月20日bまで

■申し込み・問い合わせ■
上野点字図書館　1623-1141
（伊賀市上野寺町1184-2）
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伊
賀
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

で
は
、「
２
０
０
５
伊
賀
市
民
文

化
祭
」
へ
の
参
加
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
参
加
資
格
】

市
内
で
活
動
し
て
い
る
文
化
団

体
お
よ
び
個
人
の
方
。

■
展
示
部
門
（
個
人
）

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階

▼
11
月
19
日
g
〜
23
日
d
-

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
手
芸
、

工
芸
、
華
道
な
ど

■
舞
台
部
門
（
団
体
）

伊
賀
市
文
化
会
館

▼
11
月
５
日
g

大
正
琴

▼
11
月
６
日
a

邦
楽（
日
舞
・
三
曲
・
長
唄
）

▼
11
月
12
日
g

子
ど
も
太
鼓
、
影
絵

▼
11
月
13
日
a

演
劇
、
洋
舞
（
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
　

ス
・
バ
レ
エ
）

▼
11
月
19
日
g

民
謡
、
民
踊
、
相
撲
甚
句
　
　

▼
11
月
20
日
a

カ
ラ
オ
ケ
、
新
舞
踊
（
歌
謡

舞
踊
）

▼
11
月
23
日
d
-

洋
楽
（
声
楽
・
器
楽
）

▼
11
月
26
日
g

吟
剣
詩
舞
道
、
太
鼓
、

マ
ジ
ッ
ク

蕉
門
ホ
ー
ル

▼
11
月
20
日
a

ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

７
月
29
日
f
ま
で
に
、
上
野
支

所
地
域
振
興
課
文
化
国
際
係
（
1

22
・
９
６
２
３
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
各
支
所
地
域
振

興
課
・
室
に
あ
り
ま
す
。

伊
賀
市
民
文
化
祭

参
加
者
募
集

上
野
支
所
地
域
振
興
課

下水道排水設備工事
責任技術者試験

11月9日d

午後1時～

受験料は3,000円です。なお、
合格者で排水設備工事責任
技術者証の必要な方は、交
付手数料3,000円が必要です。

実施日時

場　所

受験資格

試験の方法

内　容

手数料

申込期間

申し込み先
問い合わせ

申込書備付開始日

申込書備付場所

下水道排水設備工事
責任技術者試験受験講習
10月12日d

午前9時30分～午後4時

講習手数料7,000円と受講用
テキスト（法規編テキスト）
代1,000円です。

メッセウイング・みえ（津市北河路町19-1）
平成17年11月9日で満年齢20歳以上で、排水設備工事又

は排水設備以外の下水道工事あるいは水道工事の設計又は
施工に関し、受験申込日現在で2年（24カ月）以上の実務
経験を有する方。
（＊受験講習は受験申し込みをする方のみ。）

筆記試験
①下水道の一般知識に関すること。
②排水設備の法律的知識に関すること。
③排水設備の設計、施工及び維持管理の技術的知識に関す
ること。
④排水設備の新設、増設、改築及び撤去工事に係る事務手
続き等に関すること。

6月27日b～7月8日f（当日消印有効）
〒514-0301 津市雲出鋼管町52-5
（財）三重県下水道公社　雲出川左岸浄化センター
排水設備担当（1059-235-2030・6059-235-1756）

6月1日d～
本庁下水道課および各支所建設課
（財）三重県下水道公社　雲出川左岸浄化センター

平
成
16
年
11
月
か
ら
伊
賀
市
下

水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
指
定

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

伊
賀
市
全
域
に
お
い
て
指
定
工
事

店
の
指
定
を
受
け
た
方
で
な
け
れ

ば
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
指
定
工
事
店
の
指
定
を
受

け
る
た
め
に
は
、
三
重
県
下
水
道

公
社
が
発
行
す
る
下
水
道
排
水
設

備
責
任
技
術
者
証
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験の

ご
案
内

本
庁
下
水
道
課

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

で
、
ま
だ
責
任
技
術
者
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
次
の
と
お
り
下

水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
案
内
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
下
水
道
課1

22
・
９
８
２
３

■下水道排水設備工事責任技術者試験および受験講習要領

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
開
催

消
防
本
部

【
と
　
き
】

７
月
14
日
e
・
15
日
f

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

【
定
　
員
】
１
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

【
テ
キ
ス
ト
代
】
２
２
０
０
円

【
申
し
込
み
期
間
】

６
月
27
日
b
〜
７
月
１
日
f

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

消
防
本
部
予
防
課

1
24
・
９
１
０
５

２
０
０
５



夏の新しい風物詩として毎年ご好
評いただいている「市民夏のにぎわ
いフェスタ」の開催が決定しました。
まちなかを舞台にした「楽市楽座」
は大人も子どもも楽しめるイベント
が盛りだくさんです。
【開催日程】
８月20日g正午～午後9時（予定）

【開催場所】
銀座と本町通りおよびその周辺地域

（歩行者天国）

参加者募集
■楽市（フリーマーケット）
【募集ブース数】約200店
【出店料】１ブース3,000円
■楽座（ストリートパフォーマン
ス・バンド・各種展示・ＰＲ活動等）
【参加料】原則無料
【申込期限】楽市楽座とも6月20日b
【問い合わせ】
市民夏のにぎわいフェスタ実施
委員会事務局（上野商工会議所内）

121-0527 624-3857

市民夏のにぎわいフェスタ2005
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上
野
総
合
市
民
病
院

麻
酔
科
医
を
募
集

上
野
総
合
市
民
病
院

し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
、
申
し
込
み
は
必

ず
書
留
郵
便
と
し
、
６
月
24
日
f

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

身
分
・
待
遇
・
欠
格
条
項
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
募
集
要
項
等
を
送
付
し
ま

す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
０
８
２
３

伊
賀
市
四
十
九
町
８
３
１
番
地

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

事
務
部
庶
務
課1

24
・
１
１
１
１

※
申
込
用
紙
は
、
伊
賀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

上
野
総
合
市
民
病
院
で
は
、
次

の
と
お
り
麻
酔
科
医
師
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】

平
成
17
年
８
月
１
日（
相
談
可
）

【
提
出
書
類
】

申
込
書
、
医
師
免
許
お
よ
び
麻

酔
標
榜
免
許
の
コ
ピ
ー

【
選
　
考
】
面
接
の
み

【
場
　
所
】
上
野
総
合
市
民
病
院

【
期
　
日
】
申
し
込
み
後
、
追
っ

て
連
絡
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

６
月
30
日
e
ま
で

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

＊
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
お
申

こ
の
度
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
改

正
さ
れ
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。受

給
権
を
有
す
る
方
（
同
順
位

の
方
）
が
二
人
以
上
お
ら
れ
る
場

合
は
、
そ
の
う
ち
の
代
表
者
お
一

人
が
特
別
弔
慰
金
を
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
で
す
。

１
弔
慰
金
の
受
給
権
者

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

本
庁
厚
生
保
護
課

２
戦
没
者
等
の
子

３
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た

方
等
は
除
か
れ
ま
す
。）

４
前
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

ら
れ
ま
す
。）

【
支
給
内
容
】

額
面
40
万
円
、

10
年
償
還
の
記
名
国
債

【
受
付
開
始
日
】

平
成
17
年
６
月
21
日
c
〜

【
請
求
期
間
】

平
成
17
年
６
月
21
日
c
〜

平
成
20
年
３
月
31
日
b

【
請
求
窓
口
】

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
本

庁
厚
生
保
護
課
ま
た
は
各
支
所
健

康
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
厚
生
保
護
課

1
22
・
９
６
５
０

上
野
支
所
健
康
福
祉
課

（
本
庁
厚
生
保
護
課
へ
）

伊
賀
支
所
健
康
福
祉
課

1
45
・
９
１
０
５

島
ヶ
原
支
所
健
康
福
祉
課

1
59
・
２
１
６
３

阿
山
支
所
健
康
福
祉
課

1
43
・
９
７
１
１

大
山
田
支
所
健
康
福
祉
課

1
47
・
１
１
５
１

青
山
支
所
健
康
福
祉
課

1
52
・
３
２
２
８

浄化槽を設置されている皆様へ浄化槽を設置されている皆様へ

浄化槽は、微生物の働きを利用し
て汚水を処理する施設です。正しい
管理を怠ると汚れた水が川や海を汚
していきます。
そのため、私たちの身近な環境を

守るため、浄化槽法で、①保守点検、
②清掃、③法定検査の実施が義務付
けられています。
そのうち、③法定検査は、県知事

の指定を受けた社団法人三重県水質
保全協会が実施しています。同協会
から検査のご案内が送付されますの
で検査を受けてください。
※もし、使用廃止された浄化槽につ
いて、ご案内が届いた場合がありま
したら、ご連絡をお願いします。
【問い合わせ】
社団法人　三重県水質保全協会

1059-226-0010（検査部）



検診・相談名

乳幼児検診

乳幼児発達検診
股関節脱臼検診

1歳6カ月健診

3歳児健診
（3歳6カ月）

乳幼児相談

離乳食教室

対　象　・　内　容　
生後４カ月、10カ月、１歳、１歳６カ月、２歳児。
※生後4カ月、10カ月児は、なるべく受診してください。

生後４カ月、10カ月、１歳６カ月児。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

身体計測・育児相談・栄養相談
※無料。母子手帳をご持参ください。

離乳食の話と試食。
7月は後期・完了期 ※無料。

と　こ　ろ
市立上野総合市

民病院小児科

市立上野総合市

民病院整形外科

伊賀医師会館

青山保健センタ

ー

伊賀医師会館

阿山保健福祉セ

ンター

いがまち保健福

祉センター

青山保健センタ

ー

上野ふれあいプ

ラザ2階

阿山保健福祉セ

ンター

上野ふれあいプ

ラザ2階

と　　き
6月21日（火）、28日（火）、7月5日（火）
12日（火）午後1時30分～2時
6月21日（火）、7月5日（火）
午後1時～2時
6月21日（火)
午後1時30分～2時30分
7月12日（木)
午後1時～1時30分
6月16日（木)
午後1時30分～2時30分
6月30日（木）
午後1時30分～2時30分
6月28日（火）
午後1時30分～3時
7月5日（火）
午前10時～11時30分
7月7日（木）、14日（木）
午前9時30分～10時50分
7月13日（水）
午前10時～11時30分
7月14日（木）
午前11時10分～11時40分

赤ちゃんの検診と相談（6/16～7/15）
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医療機関名
岡波総合病院
上野総合市民病院
岡波総合病院
上野総合市民病院

月日
6月19日（日）
6月26日（日）
7月 3日（日）
7月10日（日）

電話番号
21-3135
24-1111
21-3135
24-1111

まず、かかり付け医へ連絡してください。
連絡が取れない場合は、表の医療機関へ連絡してください。

小児科休日診療当番

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）被害者をみ
んなでささえていくため、私たちにどのような方法が
あるか学びます。
【と　き】6月12日a 午後1時～4時
【ところ】三重県伊賀庁舎　大会議室
【内　容】講演　

「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）を
のりこえて」

レジリエンス代表　中島幸子さん　
など

【参加費】無料
（託児あり。ただし事前に連絡してください。）

【問い合わせ】ＤＶを考える会　124-8137
（伊賀県民局生活環境森林部生活労働グループ）

障害のある人も地域で暮らしやすい社会にするた
め、「ともに生きるまちづくりを進めるために～今、
地域は～」をテーマに開催します。
【と　き】6月29日d

午前11時～　 受付開始　バザー展示・販売
午後0時30分～開会
午後1時～　　講演

「暮らしの中で力をつける」
講師　石神文子さん

午後2時15分～音楽セッション「痛みを乗り越えて」
午後3時10分～閉会

【ところ】名張市青少年センター
【参加費】100円
【主　催】三重県精神障害者家族会連合会

第33回三家連精神保健福祉大会実行委員会　
大会事務局　地域生活センターひびき
（名張市美旗中村2326）167-4177 665-5233

【後　援】伊賀市ほか15団体

ＤＶ防止セミナー～見えない暴力。それって愛？～ 第33回三家連精神保健福祉大会

障害のある方や高齢の方が、自由な活動や社会参加
ができる平等な社会の実現を目的に、地域で活動して
くださる方の養成講座を開催します。まちづくりの会
ハートシップ・三重県主催で行います。
【と　き】 7月・8月の毎週土曜日（8月13日を除く）

午後1時～5時
【ところ】 ゆめぽりすセンター第2会議室
【受講料】 無料
【募集人数】40人
【締め切り】6月17日f
【申し込み・問い合わせ】
まちづくりの会ハートシップ事務局
123-0284（担当：さがら）623-9939

ユニバーサルデザインアドバイザー養成講座



その他各種相談

健康相談（無料）
血圧測定、尿検査など保健師が相談に応じます。

s6月16日（木）午後1時30分～3時
（阿山保健福祉センター）

s6月17日（金）午後1時30分～3時
（青山保健センター）

s6月24日（金）午前10時～10時40分
（上野ふれあいプラザ）

s7月 6日（水）午後1時30分～3時
（島ヶ原老人福祉センター）

s7月 7日（木）午前9時30分～11時
（大山田保健センター）

s7月12日（火）午後1時30分～3時
（いがまち保健福祉センター）

s7月15日（金）午後1時30分～3時
（青山保健センター）

ふくじゅえん在宅
介護支援センター
在宅介護支援セン
ターおかなみ
在宅介護支援セン
ターなしのき
在宅介護支援セン
ター彩四季
在宅介護支援セン
ターいがのしろ
市民病院在宅介護
支援センター
在宅介護支援セン
ターふれあい
いがまち在宅介護
支援センター
島ヶ原在宅介護支
援センター
あやま在宅介護支
援センター
在宅介護支援セン
ターあやま
おおやまだ在宅介
護支援センター鶴寿園
在宅介護支援セン
ターあおやま
在宅介護支援セン
ターゆうあい

福寿園併設
（西山）
老健おかなみ併設
（上野桑町）
第二梨ノ木園併設
（朝屋）
彩四季併設
（市部）
さわやか園併設
（山出）
上野総合市民病院
併設（四十九町）
伊賀市社会福祉協
議会内（上野中町）
いがまち保健福祉
センター内（愛田）
老人福祉センター
清流内（島ヶ原）
ぬくもり園併設
（馬場）
阿山保健福祉セン
ター内（馬場）
鶴寿園併設
（真泥）
森の里併設
（腰山）
青山福祉センター
内（阿保）

24-7158

21-8000

22-0505

26-0011

22-0001

22-1119

21-1112

45-1013

59-3030

43-2300

43-1854

46-1021

54-1331

52-2999

介護・福祉サービス相談
相　談　名

サラ金・クレジ
ット問題相談　　

女性相談

家庭児童相談

ふれあい相談
（教育相談）

交通事故相談

緑（園芸）の相談

心身障害者
職業相談

心身障害者相談
および中途失明
者歩行訓練相談

社会保険事務
相談
こころの健康
相談
人権・心配・悩み
相談

高齢者の就業
相談（シルバー人材センター）

2727
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献血
s6月21日（火）午後0時30分～4時　　　（伊賀市役所第11会議室前）
s6月24日（金）午前9時30分～11時30分（ＪＡ青山支店）

午後2時30分～4時30分　（Ａコープ青山）
s7月 8日（金）午前9時30分～11時 （伊賀支所農業総合センター）

相談名

法律相談
（弁護士）

行政相談
（行政相談

委員）

人権相談
（人権擁護

委員）

心配ごと
相談
（民生委員・

児童委員）

上野

7月14日（木）
午後1時～午後4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

毎週火曜日
（祝日の時、翌日）
午前9時～午後4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

伊賀

7月11日（月）
午後1時30分～4時
西柘植公民館

島ヶ原

7月1日　(金)
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

阿山

7月1日（金）
午後1時30分～4時
阿山多目的集会
施設

6月24日（金）
7月8日（金）
午後2時～4時
阿山保健福祉セ
ンター

大山田

6月20日（月）
午後1時30分～4時
大山田農村環境改
善センター

7月8日（金）
午後1時30分～4時
大山田東生活改善
センター

青山

6月28日（火）
午前9時～正午
青山福祉センター

7月8日（金）
午前9時～正午
青山福祉センター

6月28日（火）
7月8日（金）
午前9時～正午
青山福祉センター

法律・行政・人権・心配ごと相談
無料相談無料相談（6/16～7/15）

本
紙
５
月
号
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
参
加
者
募
集
」
記
事
の
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
上
野
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
1
22
・
９
６
５
３
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と

お
詫
び

と　　き
6月23日（木）（予約制）122-9638
午後1時～4時（上野支所生活環境課）
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後5時
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後5時
毎週水曜日（予約制）122-9654
午後1時30分～4時30分
火～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時
6月16日（木）
午後1時～3時
6月27日（月）、7月11日（月）
午後1時～4時
6月16日（木） ハローワーク上野
午後1時30分～4時　　 121-3221

7月6日（水） 伊賀市社会福祉協議会
午後1時～4時　　　　　121-5866

6月17日（金）、7月6日（水）
午前10時15分～午後2時45分
6月23日（木）
午後2時～4時
毎週水曜日
午前9時30分～午後4時30分
6月21日（火）（予約制）124-5800
午後1時30分～3時
7月7日（木）
午後1時30分～3時

と　　こ　　ろ
上野ふれあいプラザ

3階相談室

市役所本庁南庁舎
中2階 福祉政策課

県伊賀庁舎
4階相談室

上野ふれあいプラザ
青少年センター内

市役所本庁南庁舎
1階　第1会議室

市役所本庁南庁舎
玄関ロビー

かしの木ひろば
（上野寺町）

上野ふれあいプラザ
３階相談室

上野商工会議所

上野保健所（予約制）
124-8076

津地方法務局
上野支局121-0804

伊賀市勤労者福祉会館

久米町市民館
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伊賀市の人口・世帯数
（平成17年4月30日現在）
人　口　　
（男）
（女）
世帯数　

伊賀市市民憲章

私たち市民は、次の6つの原則により自治を進め、“ひとが輝く
地域が輝く”伊賀市のまちづくりの実現を目指し、この憲章を
定めます。

1. まちづくりに関する情報をみんなで共有します。
1. まちづくりには、みんなが参加できるようにします。
1. まちづくりは、みんなでつくった計画に基づき実施します。
1. まちづくりは、まず自ら行い、さらに地域内で助け合って
進めます。

1. まちづくりは、互いに連携・協力しながら進めます。
1. まちづくりの実施を評価し、次の活動に活かします。

も
の
」
は
、
有

形
文
化
財
の
場

合
、
国
宝
と
い

い
ま
す
が
、
い

わ
ば
「
天
然
記

念
物
の
国
宝
」

で
あ
る
ぐ
ら
い

貴
重
な
生
き
物

で
す
。
ま
た
、

オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
は
地
域

を
定
め
な
い
指

定
で
、
日
本
国

内
の
ど
こ
に
い
て
も
保
護
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
つ
か
ま
え
て
飼
育
し
た
り
、
体

に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
は
違
法
に
な
り
ま
す
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

１
匹
１
匹
の
個
体
の
保
護
や
生
息
環
境
の
保
存
、
改

善
を
含
め
た
保
護
対
策
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
河
川
工
事
の
計
画
段
階
か
ら
十
分
に
検

討
し
、
悪
い
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
工
夫
や
、

積
極
的
に
良
好
な
生
息
環
境
を
復
元
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

も
し
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
発
見
さ
れ
、
保

護
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
教
育
委

員
会
文
化
財
室
へ
お
電
話
（
1
22
・
９
６
８
１
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

伊
賀
市
の
文
化
財

７

103,089人　　　
50,024人
53,065人
37,609世帯　

特
別
天
然
記
念
物
　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
伊

賀
地
域
の
河
川
に
生
息
す
る
カ
エ
ル
や
イ
モ
リ
な
ど

と
同
じ
両
生
類
の
動
物
で
、
全
長
は
大
き
な
も
の
で

は
１
・
５
ｍ
に
も
な
り
ま
す
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オ
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形
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で
発
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さ
れ
た
約
３
０
０
０

万
年
前
の
化
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と
ん
ど
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し
て
い
な
い
の

で
、「
生
き
た
化
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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シ
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岸
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潜
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な
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す
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あ
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す
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き
る
生
き
物
で
す
。
平
成
11
年
度
か
ら
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け
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三
重
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教
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査
し
た
と
こ
ろ
、
大

山
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服
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川
の
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流
や
青
山
の
木
津
川
、
柏
尾
川

な
ど
で
は
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才
の
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多
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認
さ
れ
、
そ
れ
は

そ
の
周
辺
に
繁
殖

巣
穴
が
あ
る
こ
と
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し
て
い
ま
す
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
は
、
昭
和

27
年
に
国
の
特
別

天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

「
世
界
的
に
又
国
家

的
に
価
値
が
高
い

s
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼
生

▲オオサンショウウオ


